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　市が受診券を郵送しますので、ゆうゆうセン
ターまたは取り扱い医療機関で受診してください
問い合わせ　 国民健康保険課（℡ 892・0121）

特集　　健診を受けましょう

ぴちぴち健診（16歳～ 39歳の基本健診）
医療保険に

加入していない

75
歳
以
上

　後期高齢者医療広域連合から受診券が郵送され

るので、取り扱い医療機関で受診してください

後期高齢者医療に加入

▲

健康診査

16
歳
〜
39
歳

40
歳
〜
74
歳

　加入している医療保
健組合にお問い合わせ
ください

国民健康保険以外の

医療保険に加入

国民健康保険に加入 特定健診

玉井淑子さん

　ぴちぴち健診を受けるのは、今回で
２回目です。自分の健康状態を知るた
めに受けています。
　職場の同僚に紹介すると、市で健診
をやっていること全然知らなくて、あ
るなら受けてみようかなと話していま
した。

　年齢や医療保険の加入の有無を、下の表で確認し、健診を受けましょう
※ がん検診・肝炎ウイルス検診・成人歯科健診は、医療保険の種類に関係なく、市民であれば受診で

きます。また、特定健診や健康診査などと一緒に受けることもできます。

健康チェック
　

20
年
４
月
か
ら
、
健
診
の
制
度

が
大
き
く
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
40
歳
以
上
を
対
象

に
、
市
が
実
施
し
て
い
た
基
本
健

診
か
ら
、
医
療
保
険
者
が
実
施
す

る
40
〜
74
歳
対
象
の
特
定
健
診

と
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
実
施
す
る
75
歳
以
上
対
象
の
健

康
診
査
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
健
診
は
変
更
さ
れ
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
市
民
を
対
象
に
し

た
、
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
、
成
人
歯
科
健
診
な
ど
を
市

内
の
医
療
機
関
と
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
「
広
報
か
た
の
」
と
同

時
配
布
さ
れ
て
い
る
、「
わ
が
家
の

健
康
管
理
」
を
参
考
に
、
健
診
を

積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

問 

い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課
（
℡

８
９
３
・
６
４
０
５
）　

受
診
者
の
声

年に一度
の
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がん検診の受診者数が、19年度に比べて、
20年度は激減しています

　がんになると、本人だけでなく家族や周りの友人

などの心身両面に、大きなストレスをもたらします。

　がんは早期発見し、早期治療することが大切です。

あなたの大切な家族・友人のためにもがん検診を積

極的に受けましょう。

　大腸がん検診は、検診後、便に潜血がある

と診断された場合の精密検査の受診率が、他

のがん検診に比べて非常に低いです。

　潜血があると診断されたときは、痔を患っ

ていても、必ず精密検査を受けましょう。

基
本
と
な
る
セ
ン
タ
ー
健
診
の
流
れ

健
診
受
付

健
診
に
つ
い
て
の
説
明

大
腸
が
ん
検
診（
検
便
提
出
）

胃
が
ん
検
診
（
間
接
撮
影
に

よ
る
バ
リ
ウ
ム
検
査
）

乳
が
ん
検
診
＊
（
視
診
、
触

診
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

採
血
（
血
液
検
査
、
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
）

検
尿
※
・
血
圧
※

肺
が
ん
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
）

身
体
計
測
※
・
骨
粗
し
ょ

う
症
検
診（
骨
密
度
測
定
）

羽田野四郎さん

　

自
分
の
健
康
管
理
の
た
め

に
、
年
に
１
度
、
健
診
に
行
く

子
宮
が
ん
検
診
＊
（
子
宮
け

い
部
細
胞
診
）

腹
囲
測
定
※
・
診
察
※

がん検診・肝炎ウイルス検診の受診者数
検診名 19年度 20年度 増減
胃がん 2,958 1,458 － 1,500
肺がん 4,833 2,676 － 2,157
大腸がん 4,681 2,858 － 1,823
前立腺がん 1,350 933 － 417
乳がん 1,128 733 － 395
子宮がん 3,590 1,793 － 1,797
肝炎ウイルス 519 664 +145

（21年 3月 12日現在）

2002 年度大阪府の大腸がん検診
受診率 要精密検査率 要精密検査受診率 早期がん率
10.2％ 8.3％ 50.6％ 53.6％

交野市でも年々、がんの死亡・り患数が大きく増加しています

受
診
者
の
声

交野市のがんの死亡及びり患数の動向　※（　）り患数
全部位 胃 大腸 肝臓 肺 乳房 子宮

1980-84 年 280（478） 75（118） 34（56） 19（27） 52（66） 10（28） 7（36）
1985-89 年 380（703） 97（189） 34（81） 57（72） 59（76） 10（54） 10（27）
1990-94 年 497（903） 98（183） 53（137）71（103）105（122） 12（68） 11（26）
1995-99 年 686（1,207）119（247）71（204）89（108）143（165） 23（86） 11（29）
2000-04 年 733 106 94 96 126 36 18

大腸がんの、死亡・り患数が増加して

いますが、受診率は、かなり低いです

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
は
、
自
分
で
は
気
付
い

て
な
い
こ
と
、
例
え
ば
脂
肪
や

血
圧
な
ど
の
状
況
を
確
認
で
き

る
の
が
良
い
で
す
ね
。

　

何
よ
り
が
ん
検
診
は
、
自
分

で
は
絶
対
に
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
な
の
で
、
特
定
健
診
に
追
加

し
て
、
受
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

＊女性のみ　※特定健診・ぴちぴち健診の内容
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市政のうごき

問い合わせ　市長公室（℡  892・0121）

▽
市
民
協
働
の
里
山
保
全
・
活
用

　

 

土
地
所
有
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
協
力
し
て
、
持
続
可
能

な
里
山
の
保
全
・
活
用
に
努
め

ま
す
。

▽ 

新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
推
進

　

 

建
設
計
画
地
で
あ
る
私
市
地

区
を
は
じ
め
、
周
辺
地
域
の

み
な
さ
ん
へ
の
説
明
会
を
積

極
的
に
行
い
、さ
ら
な
る
理
解

と
協
力
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
23
年
度
ま
で
に
、
都
市

計
画
手
続
き
を
行
い
、
施
設

整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▽
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策

　

 

降
雨
範
囲
や
時
間
が
予
測
し
に

く
い
た
め
、
防
災
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
、
迅
速
な
情

報
提
供
に
努
め
ま
す
。

▽
自
主
防
災
組
織
の
支
援

　

 

ま
だ
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ

れ
て
い
な
い
地
域
で
の
組
織
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
組
織

間
の
連
携
を
図
る
連
絡
体
制
の

整
備
に
努
め
ま
す
。

▽
火
災
警
報
器
設
置
促
進
を
啓
発

　

 

住
宅
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を

な
く
す
た
め
平
成
23
年
に
義
務

化
さ
れ
る
住
宅
用
火
災
報
知
器

の
早
期
設
置
を
、
出
前
講
座
な

ど
を
通
じ
て
啓
発
し
ま
す

▽
新
警
察
署
の
建
設
に
協
力

　

 

府
が
21
年
度
か
ら
実
施
設
計
の

着
手
を
予
定
し
て
お
り
、
市
と

し
て
も
一
日
も
早
い
開
署
に
向

け
、積
極
的
に
協
力
し
ま
す
。

▽
自
転
車
駐
輪
場
の
増
設

　

 

放
置
自
転
車
が
あ
と
を
絶
た

ず
、
歩
行
空
間
を
阻
害
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
自
転
車
駐
車
場

を
増
設
し
ま
す
。

▽
第
二
京
阪
道
路
工
事
の
本
格
化

　

 

22
年
３
月
の
全
線
供
用
に
向
け

本
格
化
す
る
工
事
に
対
し
て
、

安
全
対
策
の
徹
底
と
着
実
な
事

業
推
進
を
事
業
者
に
対
し
働
き

か
け
ま
す
。

▽
第
二
京
阪
道
路
の
環
境
監
視

　

 

常
時
監
視
に
加
え
て
、市
独
自
の

補
足
調
査
な
ど
が
実
施
で
き
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

▽ 

第
二
京
阪
道
路
沿
道
の
ま
ち
づ

く
り

　

 

土
地
所
有
者
に
よ
る
自
主
組
織

が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
沿
道

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

更
な
る
地
域
の
組
織
づ
く
り
と

と
も
に
、
支
援
や
情
報
提
供
に

努
め
ま
す
。

▽
新
浄
水
場
の
築
造
工
事
に
着
手

　

 
私
市
浄
水
場
と
新
浄
水
場
を
結

ぶ
導
・
送
水
管
が
20
年
度
末

に
完
成
す
る
た
め
、
21
年
度
か

ら
新
浄
水
場
築
造
工
事
に
着
手

し
、
23
年
度
の
完
成
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

▽ 

大
阪
エ
コ
農
産
物
認
証
制
度
の

拡
大

　

 

農
薬
と
化
学
肥
料
の
使
用
量
を

５
割
以
下
に
削
減
し
て
栽
培
さ

れ
た
農
産
物
を
認
証
す
る
「
大

阪
エ
コ
農
産
物
認
証
制
度
」
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

▽
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
活
用

　

 

大
阪
府
が
進
め
る
「
大
阪

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」
に
七
夕

ま
つ
り
や
磐
船
渓
谷
な
ど
が
登

録
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
に

残
る
貴
重
な
資
源
を
一
層
魅
力

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
市
民

や
各
種
団
体
、
地
域
な
ど
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
商
業
と
農

業
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
環
境

に
も
資
す
る
新
た
な
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

ゆっくり手間をかけて、
本当の暮らし、生き方を見つける

～21年度施政方針の要旨～

　

21
年
第
１
回
議
会
定
例
会
が
、２
月
26
日（
木
）に
開
会
さ
れ
、

冒
頭
、
中
田
市
長
が
、
新
年
度
に
臨
む
施
政
方
針
を
表
明
し
ま

し
た
。

　

激
変
す
る
経
済
情
勢
や
社
会
環
境
に
対
応
し
、
自
然
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
の
交
野
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

施
政
方
針
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

 自然を守り環境と
共生するまちづくり

 快適で安心して
暮らせるまちづくり

供用開始が近づく第二京阪道路



(5)21.04.01

市政のうごき

▽
妊
婦
健
康
診
査
の
充
実

　

 

妊
婦
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を

図
り
、
妊
娠
中
に
必
要
と
さ
れ

る
健
康
診
査
を
受
診
で
き
る
よ

う
「
妊
婦
健
康
診
査
」
の
充
実

に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充

　

 

11
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
大

阪
府
の
制
度
改
正
時
期
を
め
ど

に
、
乳
幼
児
医
療
費
の
就
学
前

児
童
へ
の
助
成
拡
充
に
取
り
組

み
ま
す
。

▽
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

　

 

20
年
度
か
ら
配
置
を
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
に
よ
る
事
業
の
拡
充
を
図

る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け

る
要
援
護
者
の
支
援
の
た
め
、

要
援
護
者
情
報
の
収
集
に
取
り

組
み
ま
す
。

▽
地
域
ぐ
る
み
で
学
校
を
支
援

　

 

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
を
継

続
し
、
教
職
員
の
教
育
活
動
外

の
業
務
を
地
域
ぐ
る
み
で
支
援

す
る
こ
と
で
、
教
員
と
子
ど
も

が
向
き
合
う
時
間
を
拡
充
し
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

▽ 

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
in
交

野
を
開
催

　

 

日
本
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
機
構
（
Ｊ

Ｔ
Ｌ
）
を
活
用
し
、
２
０
０
９

年
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
in

交
野
〈
仮
称
〉
を
開
催
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ト
ッ
プ

選
手
を
招
い
て
、
市
内
小
中
学

校
を
対
象
に
高
度
な
ス
ポ
ー
ツ

指
導
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
な
が
ら
、
体
力
の
向
上
と

競
技
に
対
す
る
知
識
を
高
め
ま

す
。

▽「
わ
か
る
授
業
」を
実
践

　

 

各
学
校
が
創
意
工
夫
で
「
わ
か

る
授
業
」
を
実
践
し
、
子
ど
も

た
ち
に
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
、
技
能
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

と
と
も
に
、
そ
れ
を
活
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
お
お
さ

か
・
ま
な
び
舎
事
業
や
小
学
校

学
習
支
援
員
派
遣
事
業
な
ど
の

多
様
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

▽
倫
理
観
や
規
範
意
識
を
育
成

　

 

生
徒
指
導
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
解
決
に
向
け
て
、
学
校
や
家

庭
、
地
域
が
連
携
し
、
生
命
の

大
切
さ
や
物
事
の
善
悪
な
ど
、

人
間
と
し
て
の
基
本
的
な
倫
理

観
や
規
範
意
識
を
育
成
す
る
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

▽
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
検
討

　

 

現
在
の
施
設
や
設
備
の
老
朽

化
、
狭
あ
い
化
が
著
し
い
た

め
、
６
千
食
規
模
の
新
た
な
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
倉
治
９
丁

目
の
用
地
に
定
め
、
効
率
的
な

建
設
や
運
営
を
目
ざ
し
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
手
法

の
検
討
を
行
い
ま
す
。

▽ 

第
二
京
阪
道
路
用
地
内
の
出
土

遺
物
を
展
示

　

 

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室
に
展
示

し
て
い
る
貴
重
な
歴
史
資
料
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
特
に
、
第

二
京
阪
道
路
用
地
内
か
ら
出
土

し
た
遺
物
の
特
別
展
示
に
重
点

を
お
き
、
調
査
主
体
の
大
阪
府

文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。

▽ 

新
総
合
計
画
策
定
作
業
を
推
進

　

 

20
年
度
に
実
施
し
た
各
種
の
調

査
を
ふ
ま
え
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
手
に
よ
っ
て
暮
ら
し
の
夢

を
描
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

新
し
い
総
合
計
画
の
本
格
的

な
構
想
づ
く
り
の
中
心
的
な
作

業
に
な
り
ま
す
。時
代
が
大
き

く
変
革
す
る
中
、
安
定
し
た
計

画
作
り
は
困
難
な
た
め
、
変
化

に
適
切
に
対
応
し
つ
つ
、
そ
の

時
々
の
担
い
手
た
ち
に
よ
っ
て

行
動
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

を
見
い
だ
し
て
い
く
作
業
に
着

手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▽
市
民
活
動
ル
ー
ム
を
充
実

　

 

昨
年
10
月
に
開
設
し
た
「
市
民

活
動
ル
ー
ム
」
は
、市
民
自
ら
企

画
や
管
理
・
運
営
を
行
い
、市
民

活
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
や
情

報
交
換
の
場
と
し
て
、
そ
の
活

用
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
次
㌻
に
つ
づ
く
）

健やかで、支えあい、
ふれあいに満ちた
まちづくり

育ち、学び、生きがい
あふれるまちづくり

人と文化が
和むまちづくり

市民とともに活力
あふれるまちくづり

地域の人材が学校をサポート

新しい総合計画づくりの作業
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国、西日本高速道路㈱［第二京阪道路事業者］は、
平成21年度の供用を目標に事業を進めています第二京阪道路の状況（2月の動き）

▽  各地区と協議会を実施（12日：
私部区柴野第三住宅自治会、
25日：柴野区）

▽  各地区役員と話し合いを実施

▽  いきいきランド交野周辺の高
架下空間等の計画づくりワーク
ショップの代表者が市長へ結果
報告。また、報告を受け市長が
事業者へ申し入れ（10日）
　最新の状況は、ホームページ
（http://www.city.katano.osaka. 
jp/）に掲載しています。
問 い合わせ　第二京阪道路対策室
（℡   892・0121）

第二京阪道路の高架下利用
　市内では、第二京阪道路の専用部と一般
部の両方が高架となり、その下の空間が利
用できる場所が、数か所できる予定です。
　どのように利用するかは、学識経験者や
市の意見を聞き、道路管理者が全体的な計
画を策定することになっています。
　現在、周辺の住宅地域の意向も聞きなが

ら、市の意見をまとめています。これらを踏まえ、5月ごろに利用計画の
原案が取りまとめられ、来年1月ごろには、計画が策定される予定です。

■
21
年
度
当
初
予
算

　

以
上
の
よ
う
な
方
針
で
、
21
年

度
の
各
会
計
の
当
初
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。一
般
会
計
予
算
２
０

０
億
５
３
９
９
万
円
を
は
じ
め
、

総
額
３
７
１
億
１
５
４
０
万
円
と

な
り
ま
し
た（
左
表
参
照
）。

■
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
が
キ
ー
ワ
ー
ド

　

い
よ
い
よ
交
野
市
は
、
新
し
い

時
代
を
迎
え
ま
す
。来
年
３
月
に

は
第
二
京
阪
道
路
の
供
用
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、市
の
人
口
も
す
で
に

横
ば
い
状
態
に
入
っ
て
お
り
、少
子

高
齢
化
も
進
ん
で
き
ま
す
。市
民

の
み
な
さ
ん
の
価
値
観
も
大
き
く

変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
今
、
新
し
い
時
代
の
交

野
の
ま
ち
を
ど
う
す
る
か
、
そ
の

作
業
を
進
め
て
い
く
と
き
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
に
対
し
て
、

本
物
の
食
を
求
め
る
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
と
い
う
運
動
が
起
こ
り
、
そ
こ

か
ら
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
と
い
う
言
葉

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

環
境
や
健
康
に
配
慮
し
た
、

ゆ
っ
た
り
し
た
暮
ら
し
と
い
う
意

味
で
す
が
、
私
は
、
ゆ
っ
く
り
手

間
を
か
け
て
、
み
ん
な
で
楽
し
み

な
が
ら
、
本
物
を
作
る
、
本
当
の

暮
ら
し
、
生
き
方
を
す
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
導

の
市
場
主
義
が
崩
れ
よ
う
と
し
て

い
る
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
、

食
料
な
ど
が
で
き
る
限
り
地
域
内

で
循
環
で
き
る
仕
組
み
を
築
き
、

自
然
に
あ
っ
た
本
当
の
暮
ら
し
を

し
て
、
無
駄
を
省
く
こ
と
が
持
続

可
能
な
体
制
を
作
る
第
一
歩
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
歩
を
踏
み
し
め
る
た
め

に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

前
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
格
別
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
野
市
長　

中
田
仁
公

■ 21年度当初予算
各会計 予算額

一般会計 200億 5,399 万円

国民健康保険特別会計 71億 7,646 万 7千円

下水道事業特別会計 16億 8,580 万 9千円

老人保健特別会計 1,461 万 2千円

介護保険特別会計 39億 2,537 万 6千円

公共用地先行取得事業特別会計 8億 4,681 万 8千円

後期高齢者医療特別会計 6億 7,725 万 3千円

水道事業会計 27億 3,507 万 5千円

総　額 371 億 1,540 万円

※予算の詳細については、５月1日号でお知らせします。

～21年度施政方針の要旨～

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

結
果
報
告

柴
野
区
協
議
会
（
新

集
会
所
）

施政方針を表明する中田市長
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対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
希

望
講
座
名
②
郵
便
番
号
・
住
所

③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
電
話

番
号
⑤
今
年
で
何
年
目
の
参
加

か
、を
記
入
し
、４
月
１
日（
水
）

〜
10
日
（
金
）〈
消
印
有
効
〉
に
、

〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

私

部
２

－

29

－

１　

体
育
文
化

協
会「
市
民
教
養
講
座
」係

※ 

申
込
多
数
の
場
合
は
、
４
月
13

日（
月
）
午
前
10
時
に
青
年
の
家

１
階
ロ
ビ
ー
で
抽
選
し
ま
す
。

※ 

複
数
人
で
受
講
を
希
望
す
る
人

は
、
１
枚
の
は
が
き
で
申
し
込

め
ま
す
が
、
当
落
と
も
一
緒
に

な
り
ま
す
。

■
第
１
部「
文
学
講
座
」

と 　

き　

５
月
〜
22
年
３
月（
８
・

12
月
は
休
講
）
の
第
４
木
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時（
全
９
回
）

と
こ
ろ　

学
び
の
館
１
・
２
号
館

テ
ー
マ　
「
源
氏
物
語
」を
読
む

内 　

容　

前
年
に
続
い
て
「
源
氏

物
語
」
を
題
材
に
あ
わ
せ
て
２

巻
の
お
話
を
読
む

定　

員　

60
人

受
講
料　

４
５
０
０
円

講 　

師　

元
摂
南
大
学
外
国
語
学

部
講
師　

松
本
節
子
さ
ん

■
第
２
部「
法
律
講
座
」

と 　

き　

５
月
〜
22
年
３
月（
８
・

12
月
は
休
講
）
の
第
３
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午（
全
９
回
）

と 

こ
ろ　

青
年
の
家　

２
０
４
号

室
テ 

ー
マ　

政
治
変
革
と
共
生
社
会

の
課
題

内 　

容　

国
外
か
ら
の
安
全
は
？

政
治
は
変
わ
る
？
男
尊
女
卑
は

ど
う
な
っ
て
る
？
な
ど
法
律
の

視
点
か
ら
各
問
題
に
切
り
込
む

定　

員　

45
人

受
講
料　

４
５
０
０
円

講 　

師　

大
阪
経
済
法
科
大
学
法

学
部
教
授　

澤
野
義
一
さ
ん
、

龍
谷
大
学
法
学
部
講
師　

田
中

和
男
さ
ん
、
岐
阜
大
学
地
域
科

学
部
准
教
授　

立
石
直
子
さ
ん

市民教養講座
21年度受講生募集

問い合わせ　体育文化協会（℡  892・7721）

■
第
３
部「
歴
史
自
然
講
座
」

と 　

き　

５
月
〜
22
年
３
月

（
７
・
８
・
12
月
は
休
講
）
の
第

３
水
曜
日（
全
８
回
）

テ
ー
マ　

大
和
路
の
自
然
と
歴
史

内 　

容　

自
然
と
歴
史
に
彩
ら
れ

た
奈
良
を
訪
ね
歩
く（
郊
外
学
習
）

定　

員　

１
２
０
人

受
講
料　

４
５
０
０
円

講 　

師　

交
野
古
文
化
同
好
会　

中
光
司
さ
ん

※ 

第
３
部
の
み
、「
新
規
」「
前
回

落
選
」
に
該
当
す
る
人
は
、
往

復
は
が
き
に
、
そ
の
旨
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

交
野
市
私
部
２

－

29

－

１

㈶
体
育
文
化
協
会

　

 

「
市
民
教
養
講
座
」
係

576-0052

《往信》
何
も
書
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

①希望講座名
　
②郵便番号
　住所
③氏名
　（ふりがな）
④電話番号
⑤何年目

申
し
込
み
者
住
所

申
し
込
み
者
氏
名　

様

576-□□□□

《返信》

往復はがき記載例
（はがきを開いた状態）

第 2部　法律講座「政治変革と共生社会の課題」
と　き 内　容 講師（敬称略）
5 月 15日 国際平和と日本の安全保障 澤野義一
6月 19日 アメリカの政治変革と日本政治 田中和男
7月 17日 特別養子制度 立石直子
9月 18日 少子高齢社会 田中和男
10月 16日 思想良心の自由と裁判 澤野義一
11月 20日 国際化とナショナリズム 田中和男
1月 15日 人権の国際的保障 澤野義一
2月 19日 日本の少数民族問題 田中和男
3月 19日 男女平等と間接差別 立石直子

第 3部　歴史自然講座「大和路の自然と歴史」
と　き テーマ・コース

5 月 20日
役行者の生誕の地とつつじの山・葛城山を訪ねて
　 JR 和歌山線「玉手」－吉祥草寺－御所の町－鴨都波神社－不動
寺－葛城山－九品寺

6月 17日
寺内町の今井町と橿原神宮を訪ねて
　 近鉄橿原線「大和八木」－八木町・札ノ辻－寺内町・今井町－神
武天皇陵－橿原神宮

9月 16日
佐紀・佐保路を訪ねて
　 近鉄京都線「西大寺」－秋篠寺－佐紀古墳群－海龍王寺－法華寺
－不退寺－聖武天皇陵－転害門

10月 21日
奈良盆地中央部を横断しよう
　 JR 大和路線「法隆寺」－富本憲吉記念館－極楽寺－中家住宅－
馬場塚－広瀬神社－田原本－唐子・鍵遺跡

11月 18日
かぎろひの里・大宇陀を訪ねて〈バス〉
　 八咫烏神社－沢城跡－旧松山町－慶恩寺－西口関門・徳源寺・
森野旧薬園－阿騎野

1月 20日
生駒の聖天さんから生駒の谷を巡って
　 近鉄奈良線「生駒」－宝山寺－生駒神社－長屋王墓－烏士塚古墳
－竜田大社

2月 17日 山城・高取城跡と壺阪寺を巡る〈バス〉　 高取町・子島寺・植村家長屋門・宗泉寺－壺阪寺

3月 17日
早春の明日香路を歩く
　 近鉄吉野線「飛鳥」－吉備姫王墓－天武・持統陵－橘寺－石舞台
古墳－伝飛鳥板蓋宮跡－酒船石－飛鳥大仏－飛鳥座神社－甘橿
丘
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定額給付金・
子育て応援特別手当

～申請はお早めに～

　

景
気
が
後
退
す
る
な
か
、
み
な

さ
ん
の
生
活
不
安
に
対
処
す
る
た

め
、生
活
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

消
費
を
増
や
し
景
気
を
下
支
え
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

市
は
、
３
月
下
旬
に
定
額
給
付

金
の
申
請
書
を
、
各
世
帯
主
な
ど

の
み
な
さ
ん
に
郵
送
し
ま
し
た
。

　

受
け
取
り
い
た
だ
い
た
世
帯
主

な
ど
の
み
な
さ
ん
は
、同
封
の「
定

額
給
付
金
の
お
知
ら
せ
」
を
参
照

し
て
、「
交
野
市
定
額
給
付
金
申
請

書
（
請
求
書
）」
に
必
要
事
項
を
記

入
・
チ
ェ
ッ
ク
し
、
記
載
内
容
を

確
か
め
て
、
本
人
確
認
の
た
め
の

申
請
者
の
運
転
免
許
証
や
健
康
保

険
証
な
ど
の
コ
ピ
ー
と
、
口
座
確

認
の
た
め
の
通
帳
の
コ
ピ
ー
を
添

え
て
、
同
封
の
返
送
用
封
筒
で
、

郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。申

請
期
間
は
６
か
月
で
す
。

　

３
月
23
日
か
ら
、
市
役
所
本
館

１
階
ロ
ビ
ー
で
も
申
請
書
を
受
理

し
て
い
ま
す
。

給 

付
対
象
者　

平
成
21
年
２
月
１

日（
基
準
日
）に
、
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
や
外
国
人
登
録
原
票

に
記
録
・
登
録
さ
れ
て
い
る
人

な
ど（
短
期
滞
在
な
ど
を
除
く
）

給 

付
額　

１
人
１
万
２
０
０
０

円
。
た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
人

（
昭
和
19
年
２
月
２
日
以
前
生

ま
れ
）
と
18
歳
以
下
の
人
（
平

成
２
年
２
月
２
日
以
降
生
ま

れ
）は
、１
人
２
万
円

受 

給
者　

世
帯
主
。外
国
人
登
録

原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
対
象

※ 

市
は
、
申
請
順
に
書
類
確
認
を

し
て
、
給
付
金
の
支
払
い
を
行

い
ま
す
。口
座
振
り
込
み
や
市

役
所
窓
口
で
の
現
金
給
付
に
つ

い
て
は
、
世
帯
主
な
ど
に
郵
送

で
通
知
し
ま
す
。

　

多
子
世
帯
の
幼
児
教
育
期
の
子

育
て
負
担
を
軽
減
し
、
子
育
て
を

行
う
家
庭
の
生
活
安
心
を
確
保
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

市
は
、
３
月
下
旬
に
子
育
て
応

援
特
別
手
当
の
申
請
書
を
、
対
象

の
世
帯
主
の
み
な
さ
ん
に
郵
送
し

ま
し
た
。

　

受
け
取
り
い
た
だ
い
た
対
象
の

世
帯
主
の
み
な
さ
ん
は
、
同
封
の

「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
お
知

ら
せ
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
、

「
交
野
市
子
育
て
応
援
特
別
手
当

申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
・

チ
ェ
ッ
ク
し
、
記
載
内
容
を
確
か

め
て
、
本
人
確
認
の
た
め
の
申
請

者
の
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険

証
な
ど
の
コ
ピ
ー
と
、
口
座
確
認

の
た
め
の
通
帳
の
コ
ピ
ー
を
添
え

て
、
同
封
の
返
送
用
封
筒
で
、
郵

送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。申
請

期
間
は
、６
か
月
で
す
。

　

３
月
末
か
ら
、
市
役
所
窓
口
で

も
申
請
書
を
受
理
し
て
い
ま
す
。

対 

象
と
な
る
子
ど
も　

次
の
①
〜

③
す
べ
て
を
満
た
す
子
ど
も
。

① 

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
17
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
が
、

２
人
以
上
い
る
世
帯
に
属
し
て

い
る
こ
と
（
対
象
と
な
る
子
ど

も
を
含
み
ま
す
）

② 

①
の
う
ち
第
２
子
以
降
の
子
で
、

平
成
14
年
４
月
２
日
〜
17
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と

③ 

平
成
21
年
２
月
１
日
（
基
準

日
）
に
、
本
市
の
住
民
基
本
台

帳
や
外
国
人
登
録
原
票
に
記

録
・
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
短
期
滞
在
な
ど
を
除
く
）

※ 

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
で
も
扶

養
し
て
い
る
場
合
は
①
お
よ
び

②
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

手 

当
額　

１
人
あ
た
り
３
万
６
０

０
０
円

受 

給
者　

支
給
対
象
者
が
属
す
る

世
帯
の
世
帯
主
で
、平
成
21
年
２

月
１
日（
基
準
日
）に
、本
市
の
住

民
基
本
台
帳
や
外
国
人
登
録
原

票
に
記
録
・
登
録
さ
れ
て
い
る

こ
と（
短
期
滞
在
な
ど
を
除
く
）

※ 

市
は
、
申
請
順
に
書
類
確
認
を

し
て
、
手
当
の
支
払
い
を
行
い

ま
す
。口
座
振
り
込
み
や
市
役

所
窓
口
で
の
現
金
給
付
に
つ
い

て
は
、
世
帯
主
等
に
郵
送
で
通

知
し
ま
す
。

問い合わせ　定額給付金・子育て応援特別手当事業推進室
（℡892・0121）

　定額給付金や子育て応援特別手当金
の手続きで、次のようなことはありま
せんので、十分ご注意ください。
　もし、自宅や職場などで、市や総務
省をかたった電話などがあったら、す
ぐに警察へご連絡ください。
① 市や総務省などの職員がATM（現
金自動預け払い機）の操作をお願い
する
②  ATMを自分で操作して、他人から
お金を振り込んでもらう

③ 市や総務省などが給付のための手数
料の振り込みを求める

定額給付金を装った
振り込め詐欺に注意！！

定額
給付金

子育て応援
特別手当



(9)21.04.01

市政のうごき

　

次
の
と
お
り
集
合
注
射
を
行
い

ま
す
。狂
犬
病
予
防
注
射
は
1
年

に
1
回
、
必
ず
受
け
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

と 

き
・
と
こ
ろ　

下
表
の
と
お
り

対 　

象　

生
後
91
日
以
上
の
犬

（
室
内
犬
も
同
様
）

※ 

次
に
該
当
す
る
場
合
は
注
射
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

① 

妊
娠
中
か
最
近
交
配
さ
せ
た
犬

② 

過
去
に
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出

た
犬

③ 

１
か
月
以
内
に
他
の
予
防
接
種

を
受
け
た
犬

④ 

下
痢
・
お
う
吐
・
せ
き
な
ど
の

症
状
が
あ
る
犬

⑤
現
在
、病
院
で
治
療
中
の
犬

4月 10:00～11:30 13:30～14:15 15:00～15:45

6日（月） 倉治公民館 第1児童センター
（幾野）

さくら丘自治会館
（天野が原町）

7日（火） 市役所別館東
百重ヶ原

ちびっこ広場
（私市山手）

私市会館

8日（水） 育苗センター（ふじがお幼稚園横） 私部会館 青山自治会
集会所

9日（木） 星田会館 南星台4丁目
西公園

星田山手
自治会館

10日（金） 教育文化会館 郡津駅西口前
（松塚公園内） 郡津公民館

13日（月） 市役所別館東 妙見東自治会館 妙見坂1丁目公園
（ちびっこ広場）

14日（火） ー
リニアパーク
北公園（星田西
体育施設北）

ゆうゆうセンター
西側駐車場

15日（水） ー 星田会館 星田出張所

16日（木） ー 森区民ホール 倉治公民館

※会場に駐車場はありません。

⑥ 

他
市
で
登
録
さ
れ
て
い
る
犬

（
交
野
市
へ
登
録
変
更
を
す
る

場
合
は
除
く
）

内 　

容　

飼
犬
登
録
（
未
登
録
者

の
み
）、
各
種
変
更
届
お
よ
び

死
亡
届
、
狂
犬
病
予
防
注
射
お

よ
び
注
射
済
票
の
交
付

※ 

転
入
届
は
、
転
出
元
の
市
町
村

で
交
付
さ
れ
て
い
る
鑑
札
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。鑑
札
が
な

い
場
合
は
再
発
行
（
有
料
）
に

な
り
ま
す
。

※ 
飼
犬
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
必

ず
届
け
、
登
録
時
の
鑑
札
も
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

既
登
録
者
に
は
「
狂
犬
病
予
防

注
射
の
お
知
ら
せ
」
を
送
っ
て

い
ま
す
の
で
、
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。忘
れ
る
と
手
続
き
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
。

手
数
料

▽
飼
犬
登
録
＝
３
０
０
０
円

▽ 

予
防
注
射
・
注
射
済
票
交
付
＝

３
２
０
０
円

飼犬登録と
狂犬病予防注射

問い合わせ　環境保全課（℡  892・0121）

▽
鑑
札
再
発
行
＝
１
６
０
０
円

■
注
意
点

　

犬
は
、
十
分
制
御
で
き
る
人
が

連
れ
、
首
輪
・
鎖
は
安
全
な
も
の

を
装
着
、
噛
み
ぐ
せ
の
あ
る
犬
は

口
輪
な
ど
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

予
防
注
射
当
日
は
、
激
し
い
運

動
や
入
浴
を
避
け
、
安
静
に
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

集
合
注
射
に
来
ら
れ
な
い
人

は
、
動
物
病
院
な
ど
で
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

■
狂
犬
病
に
つ
い
て

　

狂
犬
病
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て

う
つ
る
感
染
症
で
、
発
症
す
る
と

１
０
０
％
死
亡
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。発
症
前
の
免
疫
治
療
は

あ
り
ま
す
が
、
発
症
し
て
か
ら
の

治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、狂
犬
病
が
流
行
す
る
と
、

撲
滅
す
る
の
に
膨
大
な
費
用
・
時

間
が
か
か
り
ま
す
。流
行
を
防
ぐ

た
め
に
も
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

「交野ふるさと寄附」をお願いします
　交野が好き、交野を応援したいというみなさんの思い
を、交野市への寄附という形で表していただく制度です。
寄附者は、所得税や個人住民税などが、一定の計算式の
もとに軽減されます。
■ 寄附金の使い道　①奨学基金②社会福祉事業基金③地
域保全整備基金④都市の緑基金⑤ふるさと創生桜基金
⑥その他（使い道は指定するが、それに応じた基金が
ない場合や使い道を指定しない場合は、寄附管理台帳
で適切に管理し、すみやかに予算化するなど、みなさ
んの気持ちを大切に活用します）

■寄附から税控除までの流れ（下図参照）
問 い合わせ　市長公室秘
書担当（寄附制度・寄
附の申し出　℡   892・
0121）か、税務室市民
税係（個人住民税　℡  
892・0121）か、寄附
の使い道を所管する課
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国民健康保険料
4～ 6月は仮算定

問い合わせ　国民健康保険課
（℡892・0121）

■
４
〜
６
月
は
仮
算
定
の
保
険
料

　

毎
年
、
４
〜
６
月
分
の
国
民
健

康
保
険
料
は
、
前
年
度
の
保
険
料

を
基
礎
に
仮
算
定
し
た
額
に
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
20
年
中
の
所
得
が
19

年
中
に
比
べ
て
大
幅
に
増
減
し

た
り
、
20
年
度
中
に
世
帯
の
中
で

異
動
が
あ
っ
た
な
ど
で
、
21
年
度

の
保
険
料
が
大
き
く
増
減
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
仮
算

定
の
保
険
料
を
修
正
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。納
入
通
知
書
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
30
日
以
内
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
が
確
定
す
る
７
月

に
保
険
料
の
本
算
定
を
行
い
、
21

年
度
の
年
間
保
険
料
を
決
定
し
ま

す
。

■ 

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

人
は
す
ぐ
に
届
け
出
を

　

企
業
や
団
体
な
ど
の
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
国
民

健
康
保
険
へ
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

届
け
出
を
14
日
以
内
に
し
な
い

と
、
保
険
料
の
負
担
や
医
療
機
関

で
の
診
察
な
ど
で
本
人
が
困
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
届
け
出

が
遅
れ
た
場
合
は
、
健
康
保
険
の

資
格
が
な
く
な
っ
た
月
か
ら
最
長

２
年
間
、
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
で

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
保
険
料

を
毎
月
納
め
に
行
く
手
間
が
省

け
、納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
国
民
健

康
保
険
課
と
星
田
出
張
所
に
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
く

だ
さ
い
。

後期高齢者医療制度
～21年度の保険料と軽減対策～

問い合わせ　市民総合窓口担当
（℡892・0121）

　

21
年
度
は
、
20
年
度
と
同
様
に

被
保
険
者
均
等
割
額
が
４
万
７
４

１
５
円
、
所
得
割
額
８
・
68
％
と

し
て
、保
険
料
を
算
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
間
保
険
料
の
負
担
限

度
額
は
50
万
円
で
す
。

■
保
険
料
の
納
め
方

 

普 
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替

で
納
付
）
＝
老
齢
・
退
職
年
金

な
ど
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人

な
ど
。７
月
に
保
険
料
額
決
定

通
知
書（
納
入
通
知
書
を
含
む
）

を
送
り
ま
す
（
4
〜
６
月
の
仮

算
定
は
行
わ
ず
７
月
以
降
、
９

期
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
）

特 

別
徴
収
（
２
か
月
ご
と
に
年
金

か
ら
天
引
き
）＝
原
則
、老
齢
・

退
職
年
金
な
ど
が
年
額
18
万
円

以
上
の
人

▽ 

仮
徴
収
（
20
年
中
の
所
得
が
確

定
す
る
ま
で
の
期
間
＝
４
・
６
・

８
月
）

① 

２
月
に
特
別
徴
収
で
支
払
っ
た

人
は
、４
月
の
年
金
受
給
時
に
、

２
月
と
同
額
の
保
険
料
を
仮
徴

収
し
ま
す

② 

20
年
度
は
普
通
徴
収
で
21
年
度

か
ら
新
た
に
特
別
徴
収
の
対
象

と
な
る
人
は
、
20
年
度
の
保
険

料
を
も
と
に
仮
徴
収
金
額
を
決

定
し
、
そ
の
決
定
通
知
書
を
送

り
ま
す

■
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減

▽ 

所
得
割
額
＝
基
礎
控
除
後
の
総

所
得
金
額
等
が
、
58
万
円
以
下

（
年
金
収
入
の
み
の
場
合
は
２

１
１
万
円
以
下
）
の
人
は
５
割

軽
減

▽ 

均
等
割
額
＝
世
帯
の
所
得
水
準

に
応
じ
て
軽
減（
下
表
）

■ 

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
の
保

険
料
軽
減

　

制
度
加
入
の
前
日
ま
で
、
会
社

の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
な
ど

の
被
扶
養
者
は
、
制
度
加
入
後
２

年
を
経
過
す
る
ま
で
、
所
得
割
額

は
な
く
、
均
等
割
額
は
５
割
軽
減

（
21
年
度
は
特
例
で
９
割
軽
減
）。

■
健
康
診
査
受
診
券
を
発
送

　

４
月
中
旬
に
、
健
康
診
査
受
診

券
を
送
り
ま
す
。
利
用
方
法
は
、

送
付
時
に
同
封
す
る
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※  

年
度
途
中
に
、
新
た
に
加
入
さ

れ
る
人
に
は
、
誕
生
月
の
翌
月

当
初
に
順
次
送
っ
て
い
ま
す
。

被保険者均等割額の軽減（均等割額は年額）

所得の判定区分 軽減
割合

軽減後の
均等割額

①  7 割軽減世帯（②）に属する被保険者でかつ、世帯内の被保険者全員
が年金収入 80万円以下（その他の所得がない）であるとき 9割 4,741 円

② 世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が、基礎控除
額（33万円）を越えないとき 7割 14,224円

③ 世帯（②と同じ）の総所得金額等が、【基礎控除額（33万円）＋ 24,5 万
円×被保険者の数（被保険者である世帯主を除く）】を越えないとき 5割 23.707円

③ 世帯（②と同じ）の総所得金額等が、【基礎控除額（33万円）＋ 35万
円×被保険者の数】を越えないとき 2割 37,932円
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自転車駐車場の
定期使用料を改定

問い合わせ　道路河川課
（℡  892・0121）

　

４
月
か
ら
、
市
営
の
自
転
車
駐

車
場
の
定
期
使
用
料
が
新
料
金
に

な
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
自
転
車

の
定
期
利
用
に
の
み
学
生
等
使
用

料
を
設
定
し
ま
す
。

自転車駐車場名 区分
自転車 原動機付自転車

1か月 3か月 一時 1か月 3か月 一時
交野市駅前（※）・交野市駅東・ぎんりんターミナルか
たの・河内森駅西・河内磐船駅南・河内磐船駅北（※）

一般 1,500 円 4,500 円
100 円

2,500 円 7,500 円
200 円

学生 1,200 円 3,600 円 － －

郡津駅西
一般 1,800 円 5,400 円

100 円
2,800 円 8,400 円

200 円
学生 1,500 円 4,500 円 － －

郡津跨線橋下・星田駅前・星田駅西（※）・星田駅東
一般 1,600 円 4,800 円

100 円
2,600 円 7,800 円

200 円
学生 1,300 円 3,900 円 － －

河内森駅東・河内磐船駅東・河内磐船駅新北
一般 1,300 円 3,900 円

100 円
2,300 円 6,900 円

200 円
学生 1,000 円 3,000 円 － －

※交野市駅前は原動機付自転車の利用はできません。また、河内磐船駅北・星田駅西の一時利用はできません。

　

な
お
、
一
時
使
用
料
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。駐
車
場
ご
と
の
使

用
料
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
定
期
使
用

料
の
還
付
制
度
と
放
置
自
転
車
の

移
送
保
管
費
用
の
改
定
を
行
い
ま

す
。

■
定
期
使
用
料
の
還
付
制
度

　

４
月
か
ら
、
定
期
使
用
を
月
の

途
中
で
解
約
し
た
場
合
、
次
の
計

算
で
還
付
し
ま
す
。

【
１
か
月
定
期
の
場
合
】

▽ 

１
日
〜
15
日
の
解
約
＝
２
分
の

１（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

の
使
用
料
を
還
付

▽ 

16
日
〜
月
末
の
解
約
＝
還
付
し

ま
せ
ん

【
３
か
月
定
期
の
場
合
】

▽ 

月
単
位
の
解
約
＝
１
月
の
使
用

料
単
位
で
還
付

▽ 

月
の
途
中
の
解
約
＝
１
か
月
定

期
の
場
合
に
準
ず
る

■ 

放
置
自
転
車
の
移
送
保
管
費
用

を
改
定

　

４
月
か
ら
、
移
送
し
た
放
置
自

転
車
を
所
有
者
に
返
還
す
る
場
合

に
徴
収
す
る
移
送
保
管
費
用
を
改

定
し
ま
す
。

▽ 

自
転
車
＝
１
５
０
０
円

▽ 
原
動
機
付
自
転
車
＝
２
５
０
０

円

介護保険料の
仮算定

問い合わせ　高齢介護課
（℡  893・6400）

　

前
年
の
所
得
が
確
定
す
る
ま
で

の
間
、
介
護
保
険
料
は
、
前
年
度

の
保
険
料
を
基
礎
に
仮
算
定
し
た

額
に
な
り
ま
す
。仮
算
定
額
は
、４

月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

普
通
徴
収
（
老
齢
・
退
職
年
金

な
ど
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人

な
ど
＝
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納

付
）
と
特
別
徴
収
（
老
齢
・
退
職

年
金
な
ど
が
年
額
18
万
円
以
上
の

人
＝
２
か
月
ご
と
に
年
金
か
ら
天

引
き
）
で
仮
算
定
期
間
な
ど
が
異

な
り
ま
す
。

▽ 

普
通
徴
収　

４
〜
６
月
＝
仮
算

定
、７
月
〜
翌
年
３
月
＝
本
算
定

▽ 

特
別
徴
収　

４
〜
９
月
＝
仮
徴

収
、10
月
〜
翌
年
３
月
＝
本
徴
収

■
介
護
保
険
の
仕
組
み

　

介
護
保
険
は
、
40
〜
64
歳
の
医

療
保
険
加
入
者
と
65
歳
以
上
す
べ

て
の
人
が
被
保
険
者
で
す
。保
険
料

を
納
め
る
こ
と
で
、介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
、安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
人　

▽
保
険
料
は
市
に
納
め
ま
す

▽ 

65
歳
の
誕
生
日
前
日
か
、
65
歳

以
上
の
人
で
転
入
し
た
日
が
資

格
取
得
日

▽ 

保
険
料
は
資
格
取
得
日
の
属
す

る
月
か
ら
か
か
り
ま
す

② 

40
〜
64
歳
で
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人

▽ 

保
険
料
は
医
療
保
険
料
と
一
括

▽ 

保
険
料
の
額
や
計
算
方
法
は

医
療
保
険
ご
と
に
異
な
り
ま
す

（
加
入
の
医
療
保
険
組
合
な
ど

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■ 

保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う

　

保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
１
割
の
自

己
負
担
が
３
割
に
な
る
な
ど
、
保

険
給
付
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

 　市長公室、企画財政室、
　総務課、人事課、税務室、
　市民総合窓口担当、市民課、
　国民健康保険課、こども室、
　商工観光課、会計室、
　議会事務局、土地開発公社
　行政委員会事務局

℡  892・0121

別
　
館

　市長公室、環境保全課、
　都市計画課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　循環型社会推進室 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課 ℡  892・7721
　 教育総務室 ℡  810・0530
　学校管理課、学校給食課 ℡  810・8010
　指導課 ℡  810・0522
　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
歴史民俗資料展示室 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警防課、
　通信指令室 ℡  892・0119

水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　お客様サービス課、
　新浄水施設整備室

℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430
ファミリー・サポート・センター ℡  893・0757

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

交
野
自
然

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク

と 　

き　

４
月
29
日
（
祝
）〈
小
雨

決
行
〉

集 　

合　

午
前
８
時
〜
９
時
に
私

部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ー
ス

▽ 

初
心
者
コ
ー
ス
（
天
の
川
・
百

重
ヶ
原
コ
ー
ス
、
約
６
㌔
）
＝

私
部
公
園

－

天
野
川
緑
地

－

星
の
里
い
わ
ふ
ね

－

若
宮
神

社

－

天
田
神
社
・
川
東
神
社

（
昼
食
）

－

私
部
公
園

▽ 

一
般
コ
ー
ス
（
天
の
川
・
く
ろ

ん
ど
園
地
コ
ー
ス
、
約
12
㌔
）

＝
私
部
公
園

－

天
野
川
緑
地

－

星
の
里
い
わ
ふ
ね

－

す
い

れ
ん
池

－

く
ろ
ん
ど
園
地
キ

ャ
ン
プ
場
（
昼
食
）

－

八
葉
蓮

華
寺

－

龍
王
山

－

私
部
公
園

▽ 

健
脚
コ
ー
ス（
星
の
ブ
ラ
ン
コ
・

く
ろ
ん
ど
園
地
コ
ー
ス
、
約
20

㌔
）
＝
私
部
公
園

－

青
年
の
家

－

逢
合
橋

－

天
野
川
緑
地

－

新
宮
山

－

星
の
森

－

南
星
台

－

や
ま
び
こ
広
場
（
昼
食
）

－

星
の
ブ
ラ
ン
コ

－

星
の
里
い

わ
ふ
ね

－

す
い
れ
ん
池

－

八

葉
蓮
華
寺

－

私
部
公
園

参 

加
費　

５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

持 

ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
な

ど
申
し
込
み　

直
接
集
合
場
所

※ 

小
学
３
年
生
以
下
は
、
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

交
野
自
然
ふ
れ
あ

い
ウ
オ
ー
ク
実
行
委
員
会
事
務

局（
青
年
の
家
内
）

春
の
山
野
草

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

と 　

き　

４
月
19
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時（
雨
天
中
止
）

集 　

合　

午
前
９
時
に
私
市
駅
前

内 　

容　

く
ろ
ん
ど
園
地
や
傍
示

の
里
で
、
山
野
草
の
花
を
観
察

し
、
自
然
保
護
の
大
切
さ
を
学

ぶ
参
加
費　

無
料

服 　

装　

作
業
服
、
帽
子
、
靴（
出

来
れ
ば
底
の
厚
い
も
の
）

持 

ち
物　

弁
当
、お
茶
、筆
記
用
具
、

あ
れ
ば
野
草
図
鑑
・
虫
眼
鏡

講 　

師　

北
河
内
自
然
愛
好
会　

西
畑
敬
一
さ
ん

 

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

い
き

も
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

アウトドア
　 交野自然ふれあいウオーク
　 春の山野草ウオッチング
文　化
 　青少年音楽団体定期演奏会
　 青少年音楽団体団員募集
　 森林浴と歴史のみち
　 木綿織り作品展・和わた成果展
教　育
 　耐震化工事優先度調査結果の公表
　 夜間中学校で勉強しませんか

昨
年
の
自
然
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
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文　
化

青
少
年
音
楽
団
体

第
33
回
定
期
演
奏
会

　

少
年
少
女
合
唱
団
、
ジ
ュ
ニ
ア

吹
奏
楽
団
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ク
ラ
ブ
が
、
１
年
間
の
成
果
を
披

露
し
ま
す
。

と 　

き　

４
月
19
日
（
日
）
午
後

１
時
〜

と
こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

青
少
年
音
楽
団
体

団
員
募
集

■
少
年
少
女
合
唱
団

対　

象　

小
学
３
〜
６
年
生

募
集
人
数　

20
人

練 　

習　

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時
（
変
更
あ
り
）
に
青
年

の
家

活
動
費　

月
７
０
０
円

制 

服
代　

１
０
０
０
円（
貸
与
金
）

■
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団

対 　

象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３

年
生

募
集
人
数　

20
人

練 　

習　

毎
週
日
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時
（
変
更
あ
り
）
に
青
年

の
家

活
動
費　

月
８
０
０
円

制
服
代　

実
費

※
楽
器
は
貸
与
し
ま
す
。

■
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ

対　

象　

小
学
１
〜
４
年
生

募
集
人
数　

若
干
名

※ 

退
団
に
よ
る
欠
員
数
を
募
集
し

ま
す
。多
数
の
場
合
は
抽
選
し

ま
す
。

練 　

習　

毎
週
日
曜
日
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分（
変
更
あ
り
）

に
青
年
の
家

活
動
費　

月
７
０
０
円

 

制 

服
代　

６
万
円
程
度
（
ユ
ニ
ホ

ー
ム
、シ
ュ
ー
ズ
代
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

23
日
（
木
）
ま
で
に
青
少
年
育

成
課生

涯
学
習
講
座

森
林
浴
と
歴
史
の
み
ち

内 　

容　

京
都
・
奈
良
の
古
代
を

訪
ね
る（
郊
外
学
習
）

と
き
・
テ
ー
マ

① 

５
月
12
日（
火
）＝「
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
の
香
る
女
人
高
野
の
室
生
寺

へ
」

② 

７
月
７
日（
火
）＝「
石
仏
を
訪

ね
て
野
の
小
道
を
行
く
」

③ 

９
月
８
日
（
火
）
＝
「
万
葉
人
も

歩
い
た
古
代
の
世
界
、
山
の
辺

の
道
①
」

④ 

12
月
８
日
（
火
）
＝
「
万
葉
の
昔

を
偲
ん
で
、山
の
辺
の
道
②
」

⑤ 

22
年
３
月
９
日
（
火
）
＝
「
剣
豪

の
里　

柳
生
か
ら
後
醍
醐
天
皇

が
頼
っ
た
笠
置
へ
」

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定　

員　

50
人

参
加
費　

３
５
０
０
円

講 　

師　

交
野
山
の
会　

佃
肇
さ

ん
、永
田
文
男
さ
ん

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①

郵
便
番
号
・
住
所
②
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
③
電
話
番
号
を
記

入
し
、
４
月
１
日
（
水
）
〜
10

日
（
金
）〈
消
印
有
効
〉
に
〒

５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部

２

－

29

－

１　

体
育
文
化
協

会「
生
涯
学
習
講
座
」係

問
い
合
わ
せ　

体
育
文
化
協
会

市
立
小
・
中
学
校
校
舎
等
耐
震
化

工
事
優
先
度
調
査
結
果
を
公
表

　

教
育
委
員
会
は
、
昭
和
56
年
以

前
に
建
築
し
た
校
舎
な
ど
に
つ
い

て
、
耐
震
化
工
事
優
先
度
調
査
を

実
施
し
、
そ
の
調
査
結
果
に
基
づ

い
て
補
強
工
事
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

昨
年
の
６
月
、
地
震
防
災
対
策

特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
が
行
わ

れ
、
こ
の
調
査
結
果
を
公
表
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。調
査
結
果

は
、
市
役
所
本
館
２
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
青
年
の
家
１
階
学
校

管
理
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

教　
育

交
野
木
綿
織
り
作
品
展
・

和
わ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
展

　

河
内
木
綿
（
交
野
木
綿
）
の
復

元
を
目
ざ
し
て
い
る
機
織
り
教
室

生
の
作
品
展
と
、
和
わ
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
成
果
を
実
物
・
パ
ネ
ル

で
紹
介
し
ま
す
。

と 　

き　

４
月
15
日（
水
）〜
26
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
事
業
団

夜や
か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

間
中
学
校
で

勉べ
ん
き
ょ
う
強
し
ま
せ
ん
か

　

い
ろ
い
ろ
な
事じ
じ
ょ
う情
で
小
し
ょ
う
が
っ
こ
う

学
校

や
中
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
を
卒
そ
つ
ぎ
ょ
う
業
で
き
な
か
っ
た

人ひ
と
、
夜や
か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

間
中
学
校
で
い
っ
し
ょ
に

勉べ
ん
き
ょ
う
強
し
ま
し
ょ
う
。

① 

入に
ゅ
う
が
く
学
の
受う
け
つ
け付
は
、
年ね
ん
２
回か
い
あ
り

ま
す
。12
月が
つ

１つ
い

日た
ち

か
ら
４
月が
つ

30

日に
ち
ま
で
と
、
９
月が
つ

１つ
い
た
ち日
か
ら
９

月が
つ

10
日
で
す
。
た
だ
し
、
学が
っ
こ
う校

の
休
き
ゅ
う
ぎ
ょ
う
び

業
日
（
土ど
よ
う曜
・
日に
ち
よ
う
び

曜
日
、

祝し
ゅ
く
じ
つ
日
）は
除の
ぞ
き
ま
す
。

② 「
あ
い
う
え
お
」
か
ら
勉
べ
ん
き
ょ
う
強
で

き
ま
す
。

③ 

16
歳さ
い

以い
じ
ょ
う上
の
人ひ
と

が
入
に
ゅ
う
が
く
学
で
き

ま
す
。

④
授じ
ゅ
ぎ
ょ
う
り
ょ
う

業
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

⑤ 

大お
お
さ
か
ふ
な
い

阪
府
内
の
人ひ
と
が
入
に
ゅ
う
が
く
学
で
き
ま

す
。

⑥ 

外が
い
こ
く
せ
き

国
籍
の
人ひ
と
も
入
に
ゅ
う
が
く
学
で
き
ま
す
。

⑦
簡か
ん
た
ん単
な
給
き
ゅ
う
し
ょ
く
食
が
あ
り
ま
す
。

問と 

い
合あ

わ
せ　

守も
り
ぐ
ち口
市し
り
つ立
第だ
い
さ
ん三

中ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
夜や
か
ん
が
っ
き
ゅ
う

間
学
級
（
℡  
06
・ 

６
９
９
１
・
０
６
３
７
）

と
お
か

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
管
理
課
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教　
育

教　育
　 就学援助制度
　 支援教育就学金
スポーツ
　 グラウンドなどの開放中止
　 市長杯わんぱく相撲大会
福　祉
　 母子家庭の子育て・就業を支援
　 母子家庭の就業支援講習会
　 母子家庭の母等のための就業支援講習会
　 児童扶養手当・特別児童扶養手当

  青少年コーナー

　ここ数年、出会い系サイトや架空請求な
ど、携帯電話を介して子どもたちが事件に
巻き込まれるケースが増えました。学校へ
の持ち込みについても改善が必要になりま
した。
　小・中学校では、教育現場に必要ない物
であることから持ち込みを原則禁止し、高
校では校内での使用制限を求めるよう文部
科学省が通知を出しました。
　学校外でも、子どもに携帯電話を所持さ
せるかどうかについて、保護者が利便性と
危険性について十分に理解した上で必要性
を判断し、マナーの徹底やルール作りにつ
いて、子どもと話し合い、利用状況を把握で
きる形で使い方を考える必要があります。
青少年指導員会広報部
問い合わせ　青少年育成課

青少年コーナー
子どもと携帯電話

ス
ポ
ー
ツ

第
52
回　

市
長
杯

わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

と 　

き　

５
月
17
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分（
集
合
）９
時（
受
付
）

〈
雨
天
決
行
〉

と
こ
ろ　

武
道
館
前　

相
撲
場

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の

開
放
中
止

　

大
会
な
ど
で
使
用
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
一
般
利
用
を
中
止
し

ま
す
。

就
学
援
助
制
度

対 　

象　

20
年
中（
１
月
〜
12
月
）

の
世
帯
全
員
の
所
得
が
認
定
基

準
以
下
で
、
生
活
が
不
安
定
で

あ
る
た
め
、
児
童
・
生
徒
の
学

習
に
か
か
る
費
用
の
支
払
い
が

困
難
な
家
庭

援 

助
内
容　

学
校
で
か
か
る
費
用

の
一
部

援 

助
費
目　

学
用
品
費
、
学
校
給

食
費
、
校
外
活
動
費
、
修
学
旅

行
費
、医
療
費

※ 

医
療
費
は
学
校
で
医
療
券
の
交

付
を
受
け
て
治
療
を
受
け
る
人

で
、
対
象
は
学
校
病
（
ト
ラ
コ

ー
マ
・
結
膜
炎
、
白
せ
ん
、
か

い
せ
ん
、
の
う
か
し
ん
、
中
耳

炎
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
、
ア
デ
ノ

イ
ド
、
寄
生
虫
病
、
う
歯
）に
限

り
ま
す
。

申 

し
込
み　

５
月
15
日
（
金
）
ま

で
に
申
請
書
（
各
学
校
で
す
べ

て
の
児
童
・
生
徒
に
配
布
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
児
童
・

生
徒
が
通
学
し
て
い
る
学
校
へ

提
出

※ 

20
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い
る

場
合
で
も
、
21
年
度
の
申
請
が

必
要
で
す
。希
望
す
る
人
は
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
管
理
課

支
援
教
育
就
学
金

対 　

象　

市
内
在
住
で
、
心
身
に

障
が
い
（
障
が
い
の
程
度
が
１

種
１
級
〜
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ

に
該
当
）が
あ
る
幼
児
・
児
童
・

生
徒
で
市
立
以
外
の
施
設
へ
就

学
（
園
）
し
、
通
学
（
園
）
に
介

助
の
必
要
な
人

援
助
内
容　

通
学
費
の
援
助

対 

象
施
設　

支
援
学
校
（
旧
養
護

学
校
）、
視
覚
支
援
学
校
（
旧
盲

学
校
）、
聴
覚
支
援
学
校
（
旧
ろ

う
学
校
）、
知
的
障
害
児
童
・

生
徒
通
園
施
設
、
肢
体
不
自
由

児
通
園
施
設
、情
緒
障
害
児
童
・

生
徒
短
期
治
療
施
設

申 

請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書

（
学
校
管
理
課
で
配
布
）、
身
体

障
害
者
手
帳
か
、
療
育
手
帳
の

写
し
、
在
学
証
明
書
、
住
民
票

（
世
帯
全
員
の
写
し
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月

29
日
（
金
）
ま
で
に
学
校
管
理

課
（
児
童
・
生
徒
の
場
合
）
か
、

こ
ど
も
室（
幼
児
の
場
合
）

■
私
部
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽ 

７
月
22
日
（
水
）
午
前
９
時
〜

午
後
３
時

■
私
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽ 

７
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

▽ 

７
月
30
日
（
木
）・
31
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

問
い
合
わ
せ　

体
育
文
化
協
会

対 　

象　

市
内
在
住
の
小
学
生

試 

合
方
法　

団
体
（
高
学
年
・
低

学
年
の
部
）、
個
人
戦
と
も
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

参
加
費　

無
料

※
ま
わ
し
は
用
意
し
ま
す
。

主 　

催　

㈳
交
野
青
年
会
議
所
・

交
野
市
相
撲
連
盟

申 

込
期
限　

５
月
７
日
（
木
）
午

後
５
時
ま
で

申
し
込
み

▽ 

子
ど
も
会
会
員
＝
単
位
子
ど
も

会
で
と
り
ま
と
め
て
、
所
定
の

用
紙
に
記
入
し
、青
年
の
家

▽ 

子
ど
も
会
に
加
入
し
て
い
な
い

人
＝
直
接
青
年
の
家

問
い
合
わ
せ　

青
年
の
家
窓
口
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福　
祉

母
子
家
庭
な
ど
の

子
育
て
・
就
業
を
支
援

■ 

母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進

費

　

就
職
に
結
び
つ
き
や
す
い
資

格（
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育

士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
）

を
取
得
す
る
た
め
に
、
２
年
以
上

養
成
機
関
で
受
講
す
る
場
合
、
一

定
期
間
、促
進
費
を
支
給
し
ま
す
。

受
講
前
に
相
談
が
必
要
で
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

■ 

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金

　

教
育
訓
練
講
座
と
し
て
指
定
さ

れ
た
講
座
を
修
了
し
た
場
合
に
支

給
し
ま
す
。

　

受
講
前
に
相
談
が
必
要
で
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
雇

用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
金

の
受
給
資
格
が
あ
る
人
は
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

■ 

ひ
と
り
親
家
庭
日
常
生
活
支
援

事
業

　

養
育
者
が
就
学
や
疾
病
な
ど
に

よ
り
、
一
時
的
に
家
庭
援
助
や
保

育
な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
と
き

に
、
家
庭
訪
問
支
援
員
を
派
遣
す

る
か
、
支
援
員
の
居
宅
な
ど
で
児

童
の
世
話
を
行
い
ま
す
。

※ 

府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
が
行

っ
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

を
優
先
し
て
利
用
し
て
も
ら
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

母
子
家
庭
の

就
業
支
援
講
習
会

■ 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
養

成
講
座

▽
通
信
コ
ー
ス
①

と 　

き　

４
月
11
日
（
土
）
〜
７

月
25
日（
土
）

と 

こ
ろ　

聖
徳
園
（
枚
方
市
香
里

ヶ
丘
３

－

15

－

１
）

受 

講
料　

２
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

▽
通
信
コ
ー
ス
②

と　

き

▽ 

第
１
回
＝
７
月
８
日
（
水
）
〜

10
月
中
旬

▽ 

第
２
回
＝
10
月
14
日
（
水
）
〜

22
年
１
月
中
旬

と 

こ
ろ　

秀
峰
教
育
学
院
（
枚
方

市
大
垣
内
町
２

－

17

－
６
）

受 

講
料　

１
万
７
７
５
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

①
は

４
月
６
日（
月
）ま
で
に
、
②
の

第
１
回
は
６
月
８
日
（
月
）、
第

２
回
は
９
月
14
日
（
月
）
ま
で

に
社
会
福
祉
課

母
子
家
庭
の
母
等
の

た
め
の
就
業
支
援
講
習
会

対　

象　

母
子
家
庭
の
母
、寡
婦

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
講

座
名
②
住
所
③
氏
名
④
年
齢
⑤

職
業
⑥
電
話
番
号
⑦
志
望
の
動

機
⑧
以
前
に
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
で
受
講
し
た
講
座
名
⑨
保

育
（
２
歳
〜
就
学
前
）
の
有
無

を
記
入
し
、
受
付
期
間
〈
消
印

有
効
〉
に
〒
５
４
０

－

０
０
１

２　

大
阪
市
中
央
区
谷
町
５

－

４

－

13　

谷
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
内　

母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

※
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

①
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

と 　

き　

５
月
16
日
（
土
）
〜
７

月
18
日
（
土
）
の
毎
週
土
曜
日

（
全
10
回
）
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

と
こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　

員　

25
人

受 

講
料　

１
万
円（
教
材
費
含
む
）

受 

付
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
〜

16
日（
木
）

②
総
務
事
務
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

と 　

き　

６
月
６
日
（
土
）
〜
７

月
11
日
（
土
）
の
毎
週
土
曜
日

（
７
月
４
日
を
除
く
、
全
５
回
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　

員　

30
人

受 

講
料　

３
０
０
０
円
（
教
材
費

含
む
）

受 

付
期
間　

４
月
６
日
（
月
）
〜

５
月
７
日（
木
）

問 

い
合
わ
せ　

母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡  

06
・
６
７
６
２
・
９
９
９
５
）

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

が
受
給
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
受
給
資
格
が
な
く
な
っ

た
と
き（
再
婚
、
父
親
の
帰
還
、
児

童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
な
ど
）

は
、
す
ぐ
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。届
け
を
出
さ
な
い
ま
ま
手
当

を
受
け
て
い
る
と
、
資
格
が
な
く

な
っ
た
日
か
ら
手
当
を
全
額
返
還

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
政
令
に
指
定
さ

れ
る
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
母
（
主
と
し

て
児
童
の
生
計
を
維
持
す
る
い
ず

れ
か
１
人
）
か
、
父
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育（
児
童
と
同
居
し
、

監
護
し
、
生
計
を
維
持
す
る
）
す

る
人
が
受
給
で
き
ま
す
。

※
障
が
い
の
程
度
・
住
所
・
氏
名

な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
給
に
つ
い
て
の
条
件

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
と
も
、
公
的
年
金
給
付
と

の
関
連
や
所
得
制
限
な
ど
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。

■
４
月
期
の
定
時
払
い

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
と
も
、
４
月
10
日（
金
）で

す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

■
児
童
扶
養
手
当

　

18
歳
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
児
童
（
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
の

児
童
）
で
、
死
亡
・
離
婚
・
行
方

不
明
な
ど
で
父
親
が
い
な
い
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
か
、
母
に
代
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福　祉
　 要約筆記講習会
　 大阪府手話通訳者養成講座
　 小規模多機能ホームが開設
　 重度身体障がい者移動支援サービス
　 高齢者の外出支援サービス
　 はり・きゅう施術費の助成
　 訪問理美容サービス
　 寝具類の丸洗いサービス
　 やすらぎ支援事業

福　
祉

要
約
筆
記
講
習
会

　

要
約
筆
記
者
と
し
て
活
動
し
て

く
れ
る
人
を
養
成
し
ま
す
。

と　

き

▽ 

基
礎
課
程
＝
５
月
13
日
（
水
）

〜
７
月
29
日
（
水
）
の
毎
週
水

曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30

分（
全
12
回
）

▽ 

応
用
課
程
＝
９
月
２
日
（
水
）

〜
10
月
28
日
（
水
）
の
毎
週
水

曜
日
〈
９
月
23
日
を
除
く
〉
午

前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
（
全

８
回
）

※ 

基
礎
課
程
・
応
用
課
程
を
続
け

て
の
受
講
に
な
り
ま
す
。基
礎

課
程
は
11
回
以
上
出
席
し
た
人

に
、
応
用
課
程
で
は
全
回
出
席

し
た
人
に
修
了
証
書
を
発
行
し

ま
す
。

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

定　

員　

先
着
20
人

参 

加
費　

無
料（
教
材
費
は
実
費
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

６
日
（
月
）
〜
17
日
（
金
）
に
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
障
が
い
福
祉

課（
℻
８
９
１
・
６
２
４
１
）

大
阪
府
手
話
通
訳
者

養
成
講
座

　

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
手
話
通
訳
者
養
成
講

座
を
実
施
し
ま
す
。

対 　

象　

次
の
条
件
す
べ
て
を
満

た
す
人

① 

府
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る

② 

手
話
を
用
い
て
聴
覚
障
が
い
者

と
日
常
会
話
が
可
能

③ 

手
話
通
訳
者
の
登
録
を
目
ざ

し
、
向
上
心
を
持
っ
て
受
講
で

き
る

※ 

府
の
手
話
通
訳
者
と
し
て
す
で

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
受
講

で
き
ま
せ
ん
。

※ 

こ
の
講
座
は
、
受
験
判
定
試
験

に
合
格
し
た
人
に
限
り
受
講
で

き
ま
す
。定
員
・
試
験
日
な
ど

の
詳
細
は
申
込
書
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

受 

講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

　

 　
　
　

url:http://w
w
w
.pr

　

 ef.osaka.jp/shogaifukus
hi/

）
別
途
）

申 

し
込
み　

４
月
10
日
（
金
）〈
必

着
〉
ま
で
に
申
込
書
（
障
が
い

福
祉
課
で
配
布
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み

問 

い
合
わ
せ　

府
自
立
支
援
課

（
℡
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５

１　

℻
06
・
６
９
４
２
・
７
２

１
５

手話通訳者養成講座日程と会場

ア
5 月 19 日（火）～ 22 年 3 月 9 日（火）の毎
週火曜日（全 29回）午後 2時～ 4時、谷町福
祉センター（大阪市中央区谷町 5－ 3－ 13）

イ
5 月 21 日（木）～ 22 年 3 月 18 日（木）の
毎週木曜日（全 29 回）午後 6時 30 分～ 8時
30分、谷町福祉センター

ウ

5 月 21 日（木）～ 22 年 3 月 18 日（木）の
毎週木曜日（全 29 回）午後 2時 30 分～ 4時
30分、守口市身体障害者・高齢者交流会館（守
口市日吉町 1－ 2－ 12）

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム

み
ら
い
が
開
設

　

20
年
５
月
に
公
募
に
よ
り
選

定
さ
れ
た
、
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
「（
社
福
）
美
郷
会

　

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム　

み
ら

い
」が
開
所
し
ま
し
た
。

　

小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
は
、

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

た
人
に「
通
い
」（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

を
中
心
と
し
て
、
要
介
護
者
の
状

況
や
希
望
に
応
じ
て
、「
訪
問
」（
訪

問
介
護
）
や
「
泊
ま
り
」（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
を
組
み
合
わ
せ
て
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
介

護
の
状
態
が
中
重
度
と
な
っ
て
も

在
宅
で
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
を
提

供
す
る
施
設
は
、
地
域
に
根
ざ
し

た
小
規
模
の
施
設
で
あ
る
た
め
、

「
通
い
」「
訪
問
」「
泊
ま
り
」
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
に

同
じ
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
で
き
ま
す

の
で
、
連
続
性
の
あ
る
ケ
ア
を
利

用
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、
原
則
、
年
中
無
休
の
24
時
間

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

※ 

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が

ら
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
療
養
管

理
指
導
、
福
祉
用
具
貸
与
な
ど

を
利
用
で
き
ま
す
。そ
の
他
の

居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

名 　

称　
（
社
福
）
美
郷
会　

小

規
模
多
機
能
ホ
ー
ム　

み
ら
い

所
在
地　

倉
治
４

－

40

－

７

電
話
番
号　

８
１
０
・
８
６
７
０

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課　
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重
度
身
体
障
が
い
者

移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

重
度
の
身
体
障
が
い
者
で
、
歩

行
が
困
難
な
人
に
、
福
祉
タ
ク
シ

ー
の
初
乗
り
運
賃
相
当
額
を
助
成

す
る
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。

対 　

象　

18
歳
以
上
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

各
障
が
い
（
四
肢
・
移
動
・
下

肢
・
体
幹
・
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
）
の
程
度
が
１
・
２
級
で
、

車
い
す
を
使
用
し
な
け
れ
ば
外

出
が
困
難
な
人

利 

用
方
法　

市
と
契
約
し
て
い
る

タ
ク
シ
ー
会
社
に
福
祉
タ
ク
シ

ー
の
利
用
予
約
を
し
、
乗
車
時

に
利
用
券
を
渡
す

発 

行
枚
数　

月
２
枚
（
申
請
月
か

ら
年
度
末
ま
で
の
分
を
一
括
発

行
）

※ 

昨
年
度
の
残
っ
た
利
用
券
は
、

申
請
時
に
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

身
体

障
害
者
手
帳
を
持
参
し
て
障
が

い
福
祉
課

高
齢
者
の
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス

　

虚
弱
や
下
肢
が
不
自
由
な
た

め
、
一
般
の
交
通
機
関
を
利
用
す

る
こ
と
が
困
難
な
人
に
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
相
当
額
を

助
成
す
る
利
用
券
を
発
行
し
ま

す
。

対 　

象　

介
護
保
険
で
「
要
介
護

３
」
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い

る
、お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

利 

用
方
法　

市
と
契
約
し
て
い
る

タ
ク
シ
ー
会
社
に
福
祉
タ
ク
シ

ー
の
利
用
予
約
を
し
、
乗
車
時

に
利
用
券
を
渡
す

発 
行
枚
数　

月
２
枚
（
申
請
月
か

ら
年
度
末
ま
で
の
分
を
一
括
発

行
）

※ 

昨
年
度
の
残
っ
た
利
用
券
は
、

申
請
時
に
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

介
護

保
険
証
を
持
参
し
、
高
齢
介
護

課  

は
り
・
き
ゅ
う

施
術
費
の
助
成

　

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
は

り
・
き
ゅ
う
施
術
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。利
用
に
は
市
が
発
行

す
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
65
歳
に
な
る
月
の
初
日
か
ら
申

請
で
き
ま
す
。

利
用
回
数　

年
度
内
に
３
回

利
用
施
術
所

▽
池
田
鍼
灸
院（
星
田
）

▽
大
矢
鍼
灸
院（
私
部
）

▽
風
間
キ
ン
グ
堂
治
療
院（
松
塚
）

▽
新
庄
鍼
灸
院（
倉
治
）

▽
司
鍼
灸
院（
郡
津
）

▽
本
田
鍼
灸
接
骨
院（
私
市
山
手
）

本 

人
負
担　

は
り
ま
た
は
き
ゅ

う
1
回
に
つ
き
１
０
０
０
円
、

は
り
・
き
ゅ
う
併
用
は
1
回

１
１
０
０
円

※ 

別
途
、
初
診
料
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　

自
力
で
も
、介
護
が
あ
っ
て
も
、

理
美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が
困
難

な
人
に
、
自
宅
で
理
美
容
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
出
張
費
を
助
成

す
る
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。

対 　

象　

介
護
保
険
で
「
要
介
護

３
」
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い

る
か
、
そ
れ
に
準
じ
る
心
身
状

態
で
あ
る
、
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
人

利 

用
方
法　

市
と
契
約
し
て
い
る

理
美
容
店
で
予
約
し
、
利
用
時

に
利
用
券
を
渡
す

利
用
回
数　

年
度
内
４
回

※
理
美
容
代
は
自
己
負
担
で
す
。

※ 

昨
年
度
の
残
っ
た
利
用
券
は
、

申
請
時
に
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

介
護

保
険
証
を
持
参
し
、
社
会
福
祉

協
議
会

寝
具
類
の

丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス

　

寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な

高
齢
者
な
ど
に
、
寝
具
類
の
水
洗

い
・
乾
燥
消
毒
な
ど
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

対 　

象　

心
身
の
障
が
い
や
傷
病

な
ど
で
、
寝
具
類
の
衛
生
管
理

が
著
し
く
困
難
な
、
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
人

利
用
回
数　

年
度
内
２
回

※ 

１
回
の
利
用
に
つ
き
寝
具
類
は

２
枚
以
内
で
す
。

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

福
祉
協
議
会

や
す
ら
ぎ
支
援
事
業

　

認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護
す
る

家
族
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時
間

を
作
れ
る
よ
う
、
や
す
ら
ぎ
支
援

員
が
訪
問
し
、
認
知
症
の
高
齢
者

の
見
守
り
や
話
し
相
手
を
す
る
サ

ー
ビ
ス
で
す
。

※ 

や
す
ら
ぎ
支
援
員
と
は
、
認
知

症
に
つ
い
て
の
研
修
を
受
け
、

支
援
員
と
し
て
登
録
し
て
い

る
人
で
す
。薬
や
ト
イ
レ
な
ど

の
声
か
け
は
で
き
ま
す
が
、
身

体
に
触
れ
る
介
護
は
で
き
ま
せ

ん
。

対 　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
認
知
症
の
人
で
、
家
族
の
外

出
・
休
息
の
た
め
に
一
時
的
に

見
守
り
を
必
要
と
す
る
人

利 

用
日　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

利 

用
時
間

▽
１
回
５
時
間
ま
で

▽
１
か
月
10
時
間
ま
で

利
用
料　

１
時
間
80
円

※ 

利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。登
録
後
は
電
話
だ
け
で
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。ま
ず
は

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
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福　
祉

中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉

財
団
の
助
成
金
申
請
受
付

　

大
阪
府
共
同
募
金
会
は
、
㈳
京

都
馬
主
協
会
を
経
由
し
て
行
う

「
平
成
21
年
度
財
団
法
人
中
央
競

馬
馬
主
社
会
福
祉
財
団
助
成
金
」

の
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

期 　

間　

４
月
１
日
（
水
）
〜
20

日（
月
）

助 

成
対
象　

保
育
所
を
除
く
、
民

間
社
会
福
祉
施
設
整
備
費

※
一
定
の
条
件
が
必
要
で
す
。

※ 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.akaihane-

osaka.or.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
府
共
同
募
金

 

献
血
に
ご
協
力
を

　

次
の
と
お
り
献
血
活
動
を
行
い

ま
す
。み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

と 　

き　

４
月
22
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ　

イ
ズ
ミ
ヤ
㈱
交
野
店

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

心
配
ご
と
相
談
の

開
催
日
変
更

　

今
ま
で
毎
週
水
曜
日
に
開
催
さ

れ
て
い
た
心
配
ご
と
相
談
は
、
４

月
か
ら
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
の

開
催
に
な
り
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
ど
ん
な
悩
み
事
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

相
談
室

相 

談
員　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

費　

用　

無
料

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場

※ 

相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
匿
名
希
望
も
受
け
付
け
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　
税

減
額
申
告
書
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か

　

19
年
度
の
市
・
府
民
税
減
額
申

告
書
の
提
出
期
限
は
過
ぎ
て
い
ま

す
が
、
災
害
や
入
院
な
ど
の
や
む

を
得
な
い
理
由
で
期
限
ま
で
に
申

告
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
引
き
続

い
て
申
告
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
税
額
変
更
な
ど
の
理
由

で
減
額
措
置
の
対
象
と
な
っ
た
場

合
は
、
理
由
が
生
じ
た
日
か
ら
１

か
月
以
内
に
申
告
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
室
市
民
税
係

保
険
・
年
金

国
民
年
金

保
険
料
の
改
正

　

４
月
〜
22
年
３
月
の
国
民
年
金

保
険
料
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ

ま
す
。

▽ 

全
額
保
険
料
＝
月
額
１
万
４
６

６
０
円（
２
５
０
円
値
上
げ
）

▽ 

４
分
の
３
保
険
料
＝
月
額
１
万

１
０
０
０
円
（
１
９
０
円
値
上

げ
）

▽ 

半
額
保
険
料
＝
月
額
７
３
３
０

円（
１
２
０
円
値
上
げ
）

▽ 

４
分
の
１
保
険
料
＝
月
額
３
６

７
０
円（
70
円
値
上
げ
）

※ 

保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
保
険

料
が
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
（
納

期
限
あ
り
）。

問 
い
合
わ
せ　

枚
方
社
会
保
険
事

務
所（
℡
８
４
６
・
５
０
１
１
）

会
事
務
局（
℡
06
・
６
７
６
２
・

８
７
１
７
）

福　祉
　 社会福祉助成金の申請受付
　 献血にご協力を
　 心配ごと相談の開催日変更
　税
　 減額申告書の提出はお済みですか
保険・年金
　 国民年金保険料の改正
　 老人医療証の交付申請
くらし
　 枚方警察署からのお知らせ
　 春の地域安全運動
　 パブリックコメント実施結果

［広告］
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老
人
医
療
証
の

交
付
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
５
月
１
日
か
ら
老
人
医
療
制

度
（
医
療
費
の
窓
口
負
担
の
一
部

助
成
）
の
受
給
資
格
を
取
得
で
き

ま
す
の
で
、
医
療
証
の
交
付
申
請

（
代
理
可
）に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽ 

５
月
末
現
在
に
満
65
歳
以
上
の

人
で

① 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

② 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
持

っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

⑤ 

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
に

該
当
す
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

昭
和
14
年
５
月
２
日
〜
昭
和
14

年
10
月
31
日
生
ま
れ
の
人
で

① 

20
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯

持 

ち
物　

健
康
保
険
証
、
そ
れ
ぞ

れ
該
当
を
証
明
す
る
も
の
（
患

者
票
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

21
日
（
火
）
か
ら
市
民
総
合
窓

口
担
当

く
ら
し

枚
方
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

と 　

き　

４
月
６
日
（
月
）
〜
15

日（
水
）

運
動
の
重
点

▽ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

▽ 
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽ 

自
動
二
輪
車
・
原
付
の
交
通
事

故
防
止

▽ 

め
い
わ
く
駐
車
・
放
置
自
動
車

の
追
放

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
警
察
署
（
℡  

８
４
５
・
１
２
３
４
）

春
の
地
域
安
全
運
動

　
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
交
野
」

を
確
立
す
る
た
め
、
市
民
の
み
な

さ
ん
と
市
、
枚
方
警
察
署
が
連
携

し
て
防
犯
の
気
運
を
高
め
、
注
意

を
呼
び
か
け
ま
す
。

20
年
度
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
実
施
結
果
の
概
要

　

20
年
度
中
に
実
施
し
た
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
制
度
と
は
、
市
の
基
本
的
な
施

策
に
関
す
る
計
画
な
ど
を
策
定
す

る
過
程
に
お
い
て
、
案
の
段
階
で

公
表
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

意
見
を
募
集
し
、
そ
れ
を
考
慮
し

て
意
思
決
定
を
行
う
制
度
で
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
担
当
課
ま
た
は
市

役
所
２
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問 
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
室
企
画

担
当

案件名 募集期間 担当課 受理した
意見

交 野 市 第 2 期
障がい福祉計画
（素案）

21年 1月 20日
～ 2月 18日

障がい
福祉課 36件

交野市高齢者保
健福祉計画及び
第 4期介護保険
事業計画（素案）

21年 1月 6日
～ 2月 5日

高齢
介護課 1件

交野市立幼児園
の今後のあり方
基本方針（案）

20年 9月 1日
～ 9月 22日

こども
室 310件

運 

動
期
間　

４
月
21
日
（
火
）
〜

30
日（
木
）

重　

点

▽ 

ひ
っ
た
く
り
、
自
転
車
盗
な
ど

の
被
害
防
止

▽ 

空
き
巣
な
ど
住
宅
を
対
象
と
す

る
侵
入
盗
の
被
害
防
止

▽ 

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
活
動

の
推
進

■ 

ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
無
料

取
り
付
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と 　

き　

４
月
22
日
（
水
）
午
後

２
時
〜

※ 

カ
バ
ー
は
１
０
０
枚
ま
で
で

す
。取
り
付
け
を
希
望
す
る
自

転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

Ａ
コ
ー
プ
星
田
店
（
藤

が
尾
３

－

３

－

１
）

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
警
察
署
（
℡  

８
４
５
・
１
２
３
４
）
か
、
交
野

市
防
犯
協
議
会
（
市
長
公
室
防

災
安
全
担
当
内
）

［広告］［広告］
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くらし
　 下水道課からのお知らせ
　 日本さくら草の展示会
　 わいわいネットロビーコンサート
　 まちづくりラウンドテーブル
　 春の山地自然を守る運動
　 春の山火事予防運動
　 差押え物件のインターネット公売

く
ら
し

下
水
道
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
使
用
料
金
の
改
定

　

４
月
か
ら
、
下
水
道
使
用
料
金

を
平
均
６
・
49
％
改
定
し
ま
す
。

改
定
内
容
に
つ
い
て
は
、「
広
報
か

た
の
」
２
月
１
日
号
か
、
使
用
料

早
見
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
公
共
下
水
道
へ
接
続
を

　

下
水
道
法
に
よ
り
、
公
共
下
水

道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
域
で

は
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
３
年

以
内
に
、
浄
化
槽
に
よ
る
ト
イ
レ

は
速
や
か
に
下
水
道
に
接
続
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
公
共
下
水
道
整
備
地
域
で
、

ま
だ
水
洗
化
し
て
い
な
い
家
庭

は
、
水
洗
化
の
工
事
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
整
備
地
域

で
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続
し
て
い

な
い
家
庭
を
戸
別
訪
問
し
、
接
続

に
つ
い
て
の
聴
き
取
り
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
訪
問
の
際
は

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

市
指
定
工
事
店
以
外
の
業
者
に

よ
る
工
事
で
、
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。排
水
設
備
工

事
は
、
必
ず
市
指
定
工
事
店
で
施

行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
店
一
覧
は
、
下
水
道

課
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

■
工
事
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

　

水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
工
事
費

用
に
対
し
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す
。延
滞
な
く
完
済
す

る
と
、
利
息
分
を
市
が
補
給
し
ま

す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対 　

象　

改
造
工
事
資
金
を
必
要

と
し
、次
の
条
件
を
満
た
す
人

▽
交
野
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る

▽
独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る

▽ 

借
入
金
の
償
還
能
力
を
有
し
て

い
る

▽ 

市
税
（
前
年
度
分
）
を
完
納
し

て
い
る

▽ 

自
己
資
金
の
み
で
は
改
造
資
金

を
一
時
に
負
担
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る

▽
確
実
な
保
証
人
が
あ
る

保
証
人
の
要
件

▽
独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る

▽ 

府
内
に
住
所
を
有
し
、
相
当
の

資
金
を
有
し
て
い
る

取 

り
扱
い
銀
行　

近
畿
大
阪
銀
行

交
野
支
店
、
り
そ
な
銀
行
枚
方

支
店

融 
資
限
度
額　

70
万
円
（
工
事
見

積
額
以
内
）

借
入
利
息　

年
３
・
５
％

返 

済
方
法　

12
・
24
・
36
・
48
回

払
い
の
い
ず
れ
か

必 

要
書
類　

申
請
書
２
通
、
印
鑑

証
明
書
（
借
入
人
と
保
証
人
の

各
１
通
）、
納
税
証
明
書
（
借
入

人
の
市
・
府
民
税
と
固
定
資
産

税
を
各
１
通
）

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課

日
本
さ
く
ら
草
の

展
示
会

と 　

き　

４
月
17
日
（
金
）
〜
22

日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
30
分

※ 

17
日
は
会
場
の
設
営
完
了
次
第

展
示
、
22
日
は
午
前
中
で
展
示

会
を
終
了
し
ま
す
。

と 

こ
ろ　

青
年
の
家　

学
び
の
館

２
号
館

内 　

容　

日
本
さ
く
ら
草
の
展
示

と
苗
の
即
売

入
場
料　

無
料

■
講
習
会

と 　

き　

４
月
19
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜

と 

こ
ろ　

青
年
の
家　

学
び
の
館

２
号
館

受 

講
料　

５
０
０
円
（
花
苗
・
用

土
・
植
木
鉢
代
な
ど
含
む
）

主 　

催　

交
野
さ
く
ら
草
の
会

問
い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

［広告］
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「
わ
い
わ
い
ネ
ッ
ト
」

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
市
民
活
動
ル
ー
ム
・
わ
い
わ

い
ネ
ッ
ト
」
を
市
民
の
み
な
さ
ん

に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
紹
介

や
利
用
方
法
の
説
明
と
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

４
月
25
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
１
階　

ロ

ビ
ー

内　

容

▽ 

第
１
部
＝
わ
い
わ
い
ネ
ッ
ト
の

紹
介

▽ 

第
２
部
＝
「
枚
方
演
奏
家
ク
ラ

ブ
」（
登
録
団
体
）
に
よ
る
バ
イ

オ
リ
ン
と
ハ
ー
プ
の
演
奏

参
加
費　

無
料

問 

い
合
わ
せ　

わ
い
わ
い
ネ
ッ
ト

事
務
局
（
市
長
公
室
市
民
活
動

推
進
担
当
内
）

ま
ち
づ
く
り

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

 　

み
ん
な
で
テ
ー
マ
を
持
ち
寄

り
、
肩
書
き
抜
き
で
気
軽
に
意
見

を
交
換
し
、
知
恵
を
出
し
合
う
井

戸
端
会
議
で
す
。

と 　

き　

４
月
26
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

春
の
山
地
自
然
を

守
る
運
動

　

４
月
１
日
（
水
）
〜
５
月
31
日

（
日
）、「
ご
み
捨
て
ぬ
心
が
育
て
る

豊
か
な
自
然
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

「
春
の
山
地
自
然
を
守
る
運
動
」

を
展
開
し
ま
す
。

　

ご
み
の
自
主
的
な
持
ち
帰
り
や

清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
、
運
動

に
協
力
し
て
く
れ
る
グ
ル
ー
プ
・

団
体
に
は
ご
み
袋
を
無
料
で
お
渡

し
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

山
地
対
策
協
議
会

（
市
長
公
室
市
民
活
動
推
進
担

当
内
）

春
の
山
火
事
予
防
運
動

　

４
月
19
日
（
日
）
〜
５
月
６
日

（
休
）、日
曜
日
・
祝
日
を
重
点
に
、

消
防
本
部
（
署
）
と
消
防
団
合
同

で
、「
見
直
そ
う　

森
の
恵
み
と　

火
の
始
末
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
山

林
パ
ト
ロ
ー
ル
や
駅
前
広
報
を
実

施
し
、
ハ
イ
カ
ー
に
た
ば
こ
の
投

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
１
階　

市

民
活
動
ル
ー
ム

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
市
民
活

動
推
進
担
当

げ
捨
て
禁
止
な
ど
を
呼
び
か
け
ま

す
。

　

山
火
事
の
原
因
は
、
人
の
う
っ

か
り
し
た
ミ
ス
に
よ
る
も
の
が
大

半
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
空

気
が
乾
燥
し
、
強
風
が
吹
く
日
が

多
い
こ
と
か
ら
、
山
火
事
が
一
度

発
生
す
る
と
大
き
な
火
事
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ん
の
山
火
事
予
防
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

差
押
え
物
件
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
は
、
市
税
の
滞
納
処
分
と
し

て
差
し
押
さ
え
た
物
件
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
公
売
は
、「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
！
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
を
利
用

し
て
行
う
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
参

加
の
申
し
込
み
を
し
た
上
で
、
入

札
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
公
売
へ
の
参
加
申
込

申 

込
期
間　

４
月
14
日
（
火
）
午

後
１
時
〜
30
日
（
木
）
午
後
５

時
申 

込
方
法　

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン　

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/

）
で
、
Ｉ
Ｄ
を

取
得
し
、
入
札
し
た
い
物
件
に

参
加
申
し
込
み
の
手
続
き
を
行

う
。

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.katano

.osaka.jp/kakka/kazei/

）

か
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
公
売
物
件
へ
の
入
札

入 

札
期
間　

５
月
８
日
（
金
）
午
後

１
時
〜
11
日
（
月
）
午
後
２
時

公
売
物
件
の
公
開

▽ 

市
役
所
内　

参
加
申
込
期
間

中
、
希
望
者
に
公
開
（
税
務
室

納
税
管
理
係
で
予
約
が
必
要
）

▽ 

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
オ
ー
ク
シ
ョ

ン　

参
加
申
込
・
入
札
期
間
を

通
じ
て
、
物
件
画
像
の
閲
覧
が

可
能

問
い
合
わ
せ　

税
務
室

［広告］
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く
ら
し

消費者相談
～携帯電話通信料で　　　
　　　　高額の請求～

問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

携
帯
電
話
通
信
料

で
思
い
が
け
な
い
高

額
の
請
求
が
き
ま
し
た
。そ
の

原
因
は
パ
ケ
ッ
ト
料
金
に
あ
り

ま
し
た
。音
楽
や
ゲ
ー
ム
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
ら
は
「
無
料
」
と
表
示
さ
れ

て
い
る
も
の
で
し
た
。

　

パ
ケ
ッ
ト
料
金
の
仕
組
み
が

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
「
無
料
」
と
は
デ
ー

タ
の
情
報
料
が
か
か

ら
な
い
と
い
う
意
味
で
、
そ
の

デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
携

帯
電
話
に
取
り
込
む
）
す
る
に

は
、
パ
ケ
ッ
ト
料
金
が
か
か
り

ま
す
。

　

パ
ケ
ッ
ト
料
金
と
は
、
携
帯

電
話
を
利
用
し
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
閲
覧
し
た
り
、
音
デ
ー
タ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
り
、
電

子
メ
ー
ル
を
送
受
信
す
る
と
、

そ
の
デ
ー
タ
量
に
応
じ
て
か
か

る
通
信
料
の
こ
と
で
、
通
信
時

間
で
は
な
く
デ
ー
タ
量
で
料
金

が
決
ま
り
ま
す
。

　

高
額
の
利
用
に

な
ら
な
い
よ
う
、

対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
自
分
の
利
用
方
法
に

合
っ
た
料
金
プ
ラ
ン
を
選
び
ま

し
ょ
う
。定
額
制
の
プ
ラ
ン
も

あ
り
ま
す
が
、定
額
対
象
外（
パ

ソ
コ
ン
に
ケ
ー
ブ
ル
接
続
し
て

の
利
用
や
海
外
で
の
利
用
）
に

注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
し

た
金
額
を
超
え
た
場
合
に
、
メ

ー
ル
が
配
信
さ
れ
る
通
知
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
と
良
い
で
し

ょ
う
。さ
ら
に
利
用
制
限
サ
ー

ビ
ス
を
用
意
す
る
業
者
も
あ
り

ま
す
。通
信
料
な
ど
が
設
定
し

た
上
限
を
超
え
る
と
発
信
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
使
う
携
帯
電
話

の
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
た
ち
ま
せ

ん
。使
用
に
つ
い
て
は
親
子
で

よ
く
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

ＱＡ

助
言

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
補
助

　

市
は
、
昭
和
56
年
５
月
以
前
に

建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　

自
宅
の
耐
震
性
能
を
知
り
、
必

要
な
備
え
を
す
る
た
め
に
、
制
度

を
活
用
し
て
耐
震
診
断
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

補 
助
限
度
額　

木
造
住
宅
１
戸
あ

た
り
４
万
５
０
０
０
円

※ 

21
年
度
の
診
断
補
助
事
業

は
、
４
月
１
日
以
降
の
受
け
付

け
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
申
込

多
数
の
場
合
は
補
助
を
お
待
ち

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
無
料
相
談
会

　

不
動
産
に
関
す
る
悩
み
・
問
い

合
わ
せ
に
不
動
産
鑑
定
士
が
お
答

え
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

▽ 

４
月
１
日（
水
）・
８
日（
水
）・

15
日
（
水
）・
22
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
４
時
＝
大
阪
府
不
動
産

鑑
定
士
協
会
（
大
阪
市
中
央
区

北
浜
２

－

５

－

23
）

▽ 

４
月
４
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
＝
守
口
市
市
民
会
館

さ
つ
き
ホ
ー
ル
も
り
ぐ
ち
（
守

口
市
京
阪
本
通
２

－

13

－

１
）

申 

し
込
み　

当
日
午
後
３
時
30
分

ま
で
に
直
接
会
場

■
定
例
の
不
動
産
無
料
相
談
会

と 　

き　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

〈
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
〉

午
後
１
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

大
阪
府
不
動
産
鑑
定
士

協
会

申 

し
込
み　

当
日
午
後
３
時
ご
ろ

ま
で
に
同
協
会
窓
口

※ 

相
談
は
、
30
分
を
目
安
に
お
願

い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

㈳
大
阪
府
不
動
産

鑑
定
士
協
会
（
℡  
06
・
６
２
０

３
・
２
１
０
０
）

行
政
書
士
に
よ
る

日
曜
無
料
相
談
会

と 　

き　

４
月
26
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

内 　

容　

遺
言
・
相
続
、
内
容
証

明
、示
談
書
の
作
成
な
ど

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場

問 

い
合
わ
せ　

行
政
書
士
会
枚
方

支
部（
℡  
８
９
３
・
７
０
５
６
）

くらし
　 木造住宅の耐震診断補助
　 行政書士日曜無料相談会
　 不動産無料相談会
しごと
　 新ビジネスを応援
　 労働保険更新の時期が変わります
求　人
　 図書館アルバイト登録者
　 国税専門官採用試験
子育て
　 地域子育て支援センターからのお知らせ

　消費者相談
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１
時
〜
３
時

※ 

必
ず
保
護
者
が
一
緒
に
遊
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
応
援
事
業

　

地
域
で
子
育
て
を
応
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
子
育
て
サ
ー
ク

ル
、
地
域
の
親
子
仲
良
し
サ
ー
ク

ル
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

絵
本
の
「
読
み
聞
か
せ
隊
」
の

出
張
も
あ
り
ま
す
。

■ 

わ
ん
ぱ
く
親
子
体
操
と
お
は
な

し
会〈
予
約
制
〉

と 　

き　

毎
月
第
３
月
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

交
野
会
館

※ 

詳
細
は
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
で

案
内
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

来
所
で
申
し
込
み

（
電
話
予
約
不
可
）

■
赤
ち
ゃ
ん
の
日

と 　

き　

毎
月
第
１
・
２
火
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

対 　

象　

お
お
む
ね
１
歳
６
か
月

未
満
の
子
ど
も
と
保
護
者

※ 

き
ょ
う
だ
い
の
い
る
家
庭
は

「
自
由
あ
そ
び
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

交
野
市
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー（
℡  
８
１
０
・

８
２
７
０　

私
部
２

－

29

－

５　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30

分
）

交
野
市
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■ 

作
っ
て
み
よ
う
（
親
子
の
製
作

教
室
）〈
予
約
制
〉

と　

き　

月
１
回
火
曜
日

※ 

詳
細
は
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
で

案
内
し
ま
す
。

対　

象　

未
就
園
児
と
保
護
者

申 

し
込
み　

来
所
で
申
し
込
み

（
電
話
予
約
不
可
）

■
自
由
あ
そ
び〈
予
約
不
要
〉

と 　

き　

毎
週
月
・
水
・
木
・
金

曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
と
午
後

子
育
て

式
）

※ 

人
物
試
験
の
参
考
と
す
る
た

め
、性
格
検
査
を
行
い
ま
す
。

※ 

第
２
次
試
験
に
つ
い
て
は
第
１

次
試
験
合
格
通
知
書
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
４
月
１

日（
水
）〜
14
日（
火
）〈
消
印
有

効
〉ま
で
に
大
阪
国
税
局

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
国
税
局
人
事

第
二
課
（
℡  
06
・
６
９
４
１
・

５
３
３
１
）か
、枚
方
税
務
署
総

務
課（
℡  
８
４
４
・
９
５
２
１
）

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
資
格

▽ 

昭
和
55
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▽ 

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
次
に
該
当
す
る

人
① 

大
学
を
卒
業
か
、
22
年
３
月
ま

で
に
大
学
を
卒
業
見
込
み
の
人

② 

人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

採
用
予
定
数　

約
１
０
０
０
人

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

第
１
次
試
験
日　

６
月
14
日（
日
）

第 

１
次
試
験
種
目　

教
養
試
験

（
多
枝
選
択
式
）、専
門
試
験（
多

枝
選
択
式
）、
専
門
試
験
（
記
述

登 

録
有
効
期
間　

登
録
し
た
日
〜

22
年
３
月
31
日

※ 

定
員
に
空
き
が
で
き
次
第
、
面

接
の
日
時
を
連
絡
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

履
歴
書
、
資
格
証
明

書
（
コ
ピ
ー
可
）
を
持
参
・
郵

送
で
〒
５
７
６

－

０
０
５
１

倉
治
６

－
９

－

20　

倉
治
図

書
館

※ 

提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

倉
治
図
書
館

図
書
館

ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者

対 　

象　

市
内
在
住
で
、
図
書
館

司
書
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

勤 

務
時
間　

週
２
〜
５
日
（
土
・

日
曜
日
を
含
む
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分

勤 

務
場
所　

市
内
の
図
書
館（
室
）

勤 

務
内
容　

図
書
館
業
務
の
補
助

分
納
の
納
期
限

﹇
個
別
事
業
﹈

▽
第
１
期
＝
７
月
10
日

▽
第
２
期
＝
10
月
31
日

▽
第
３
期
＝
翌
年
１
月
31
日

﹇
労
働
保
険
事
務
組
合
﹈

▽
第
１
期
＝
７
月
10
日

▽
第
２
期
＝
11
月
14
日

▽
第
３
期
＝
翌
年
２
月
14
日

※ 

納
期
限
が
土
・
日
曜
日
の
場
合

は
、
そ
の
翌
月
曜
日
が
期
限
日

に
な
り
ま
す
。労
働
保
険
事
務

組
合
に
委
託
し
て
い
る
事
業
主

は
、
事
務
組
合
の
指
定
す
る
期

限
ま
で
に
な
り
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
労
働
局
労
働

保
険
適
用
課
（
℡  
06
・
４
７
９

０
・
６
３
４
０
）

労
働
保
険
年
度
更
新
の
申
告
・

納
付
時
期
が
変
わ
り
ま
す

　

21
年
度
か
ら
労
働
保
険
の
年
度

更
新
の
申
告
時
期
・
納
付
時
期
が

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

申 

告
時
期　

６
月
１
日
（
月
）
〜

７
月
10
日（
金
）

※ 

申
告
書
は
５
月
末
に
送
り
ま

す
。

求　
人

地
域
を
元
気
に
す
る

新
ビ
ジ
ネ
ス
を
応
援

　

技
術
や
人
材
、
歴
史
、
伝
統
な

ど
地
域
の
資
源
を
生
か
し
て
新
し

い
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
小

企
業
者
に
、
そ
の
事
業
の
立
ち
上

げ
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
お

お
さ
か
地
域
創
造
フ
ァ
ン
ド
」
に

よ
る
地
域
活
性
化
助
成
事
業
の
公

募
を
行
い
ま
す
。

　

助
成
額
、
助
成
率
な
ど
の
詳
細

を
記
載
し
た
公
募
要
領
は
、
４
月

１
日
（
水
）
〜
５
月
20
日
（
水
）
に

配
布
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

北
大
阪
商
工
会
議

所
枚
方
本
所
（
℡  
８
４
３
・
５

１
５
４
） し

ご
と
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子育て
　 第 1期わんぱく教室
　 親子で一緒に遊ぼう
　 3 人目以降の保育料が無料に
　 幼児園の園庭開放
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 もぐもぐ元気っ子講座
　 パパママ☆マタニティー教室
健　康
　 センター健診の申込受付
　 個別健診が始まります
　 頭と身体の元気度知ろう会

子
育
て

水
曜
コ
ー
ス
は
４
月
15
日
（
水
）

の
午
前
10
時
〜
10
時
30
分
に
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

時 　

間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ち
ば
ん
ぼ
し
く
ら
ぶ

定　

員　

各
10
組

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
。初
参
加

の
人
を
優
先
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
保

護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
生
年
月
日
・
年
齢
・

性
別
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤
連

れ
て
く
る
弟
・
妹
の
有
無
と
年

齢
を
記
入
し
、
４
月
８
日
（
水
）

〈
必
着
〉ま
で
に
、
〒
５
７
６

－

０
０
１
６　

星
田
３

－

10

－

８　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

わ
ん
ぱ
く
教
室
係

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
９
１
・
１
７
９
３
）

第
１
期
わ
ん
ぱ
く
教
室

と
き
・
コ
ー
ス
・
対
象

▽ 

火
曜
コ
ー
ス　

４
月
21
日（
火
）

〜
６
月
23
日
（
火
）
の
毎
週
火

曜
日
〈
５
月
５
日
を
除
く
〉
＝

15
年
４
月
２
日
〜
19
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
保
護
者

▽ 

水
曜
コ
ー
ス　

４
月
22
日（
水
）

〜
７
月
２
日
（
木
）
の
毎
週
水

曜
日
〈
４
月
29
日
、
５
月
６
日

を
除
く
〉
＝
19
年
４
月
２
日
〜

20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど

も
と
保
護
者

※ 

７
月
１
日
（
水
）
は
園
の
都
合
に

よ
り
２
日
に
振
り
替
え
ま
す
。

※ 

火
曜
コ
ー
ス
は
４
月
14
日
（
火
）、

親
子
で
一
緒
に
遊
ぼ
う

　

わ
か
ば
保
育
園

私
部
１

－

22

－
１

℡
８
９
１
・
１
８
２
４　

■
園
庭
開
放（
予
約
不
要
）

と 　

き　

毎
月
１
回
（
８
月
を
除

く
）
土
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

30
分（
雨
天
中
止
）

対 　

象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護

者
※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

わ
か
ば
保
育
園

　

倉
治
保
育
園

倉
治
１

－

１

－

12

℡
８
９
１
・
１
１
１
６　

■
親
子
教
室「
た
ん
ぽ
ぽ
組
」

と 　

き　

毎
月
１
回
木
曜
日
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

対 　

象　

初
参
加
の
２
歳
児
（
４

月
１
日
現
在
）と
そ
の
保
護
者

内 　

容　

ど
ろ
ん
こ
遊
び
、
プ
ー

ル
、お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
な
ど

定　

員　

20
組

※ 

子
育
て
や
健
康
の
相
談
も
行
っ

て
い
ま
す
。

参 

加
費　

無
料
（
別
途
、保
険
・
お

や
つ
代
年
２
０
０
０
円
が
必
要
）

申 

し
込
み　

４
月
14
日
（
火
）
午

前
10
時
〜
正
午
に
、
①
住
所
②

親
と
子
の
氏
名
を
書
い
た
は
が

き
を
持
っ
て
倉
治
保
育
園

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
。結
果
は

は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

４
月
13
日
ま
で
に

倉
治
保
育
園

■
園
庭
開
放（
登
録
制
）

と 　

き　

５
月
〜
22
年
３
月
（
８

月
・
９
月
・
22
年
１
月
を
除
く
）

の
各
月
２
回
午
前
10
時
30
分
〜

正
午（
雨
天
中
止
）

※ 

詳
し
い
日
程
は
申
込
後
に
連
絡

し
ま
す
。

対　

象　

０
〜
３
歳
児
の
親
子

※
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申 

し
込
み　

４
月
20
日
（
月
）
午

前
11
時
〜
正
午
に
来
園

※ 

親
子
教
室
「
た
ん
ぽ
ぽ
組
」
当

選
者
は
申
込
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

倉
治
保
育
園

 

幼
児
園
の
園
庭
開
放

　

子
ど
も
と
一
緒
に
近
く
の
市
立

幼
児
園
に
、遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

４
月
14
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時

と
こ
ろ

▽ 

あ
ま
だ
の
み
や
幼
児
園
（
私
市

１

－

29

－

１　

℡
８
９
２
・

１
３
５
１
）

▽ 

あ
さ
ひ
幼
児
園
（
星
田
５

－

２

－

12　

℡
８
９
２
・
０
２
０
６
）

▽ 

く
ら
や
ま
幼
児
園
（
幾
野
３

－

18

－

１　

℡
８
９
２
・
８
４

３
３
）

対 　

象　

就
学
前
の
乳
幼
児
と
保

護
者

※ 

保
育
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。保
護

者
は
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ

ず
、
安
全
に
注
意
し
て
遊
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

各
幼
児
園

３
人
目
以
降
の
保
育
料

が
無
料
に
な
り
ま
す

　

市
で
は
保
育
料
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
保
育
所
や
幼
稚
園
に
同
一

世
帯
か
ら
２
人
以
上
入
所
・
入
園

し
て
い
る
場
合
、
２
人
目
以
降
の

児
童
の
保
育
料
を
一
定
の
割
合
で

減
額
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
軽
減
に
加

え
て
、
同
一
世
帯
か
ら
３
人
以
上

入
所
・
入
園
し
て
い
る
場
合
、
３

人
目
以
降
の
児
童
の
保
育
料
が
無

料
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
室
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頭
と
身
体
の

元
気
度
知
ろ
う
会

と
き
・
内
容

▽ 

５
月
11
日
（
月
）
＝
頭
の
元
気

度（
も
の
忘
れ
）測
定

▽ 

５
月
18
日
（
月
）
＝
身
体
の
元

気
度（
体
力
）測
定

※ 

２
日
と
も
の
参
加
が
基
本
で
す

が
、
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
能

で
す
。

時 　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

対　

象　

65
歳
以
上
の
市
民

参
加
費　

無
料

定　

員　

15
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

６
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

個
別
健
診（
医
療
機
関
）

が
は
じ
ま
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
21
年
度
の
市

内
医
療
機
関
で
が
ん
検
診
・
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
の
受
診
が
始
ま
り

ま
す
。

申 

し
込
み　

直
接
医
療
機
関（「
わ

が
家
の
健
康
管
理
」
11
㌻
を
参

照
）

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

検
診
な
ど
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

実
施
日　

左
表
の
と
お
り

申 

込
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
〜

５
月
12
日（
火
）〈
消
印
有
効
〉

申 

し
込
み　
「
わ
が
家
の
健
康
管

理
」
７
㌻
の
申
し
込
み
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
持
参
で
健
康
増
進

課
※ 

特
定
健
診
の
対
象
者
に
は
、
国

民
健
康
保
険
課
か
ら
４
月
末
〜

５
月
上
旬
に
受
診
券
を
送
り
ま

す
の
で
、
同
封
の
健
診
申
込
用

紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課
、国
民

健
康
保
険
課（
特
定
健
診
の
み
）

センター検診日程
6月 7月

肝炎ウイルス検診、
結核検診、がん（肺・
大腸・前立腺・乳・胃）
検診

8日（月）
17日（水）

1日（水）
16日（木）
24日（金）

子宮がん検診 17日（水）24日（金）
ぴちぴち健診、特定
健診、骨粗しょう症
検診

8日（月）
17日（水）

1日（水）
24日（金）

セ
ン
タ
ー
検
診
の

申
込
受
付

　

６
・
７
月
に
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ

ー
で
実
施
す
る
特
定
健
診
・
が
ん

健　
康

も
ぐ
も
ぐ

元
気
っ
子
講
座

と 　

き　

５
月
19
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
11
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム（
受
付
）

内 　

容　

お
や
つ
や
朝
食
と
し
て

簡
単
に
調
理
で
き
る
献
立
の
実

演
・
講
義
・
試
食（
保
護
者
の
み
）

※ 

保
育
室
に
子
ど
も
を
預
け
て
ゆ

っ
く
り
受
講
で
き
ま
す
。

対 　

象　

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未

満
の
幼
児
と
保
護
者

ケ
ア
に
つ
い
て

③ 

５
月
23
日
（
土
）
午
前
９
時
20

分
〜
正
午
（
予
約
制
、
４
月
６

日
か
ら
受
け
付
け
）

▽ 

パ
パ
も
一
緒
に
も
く
浴
・
妊
婦

体
験

※
祖
父
母
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、「
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

の
た
め
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
〜
と

こ
と
ん
利
用
で
す
こ
や
か
親
子

〜
」、
子
育
て
マ
ッ
プ
、
テ
キ
ス

ト
代
４
０
０
円

※ 

②
に
参
加
す
る
人
は
、
透
明

コ
ッ
プ
、
新
し
い
歯
ブ
ラ
シ
代

１
０
０
円
も
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※ 

教
室
の
テ
キ
ス
ト
「
赤
ち
ゃ
ん

を
迎
え
る
日
の
た
め
に
」
が
あ

れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

パ
パ
マ
マ
☆

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
教
室

と
き
・
内
容

① 

５
月
13
日
（
水
）
午
前
９
時
20

〜
正
午（
予
約
不
要
）

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
が
知
っ
て
得

す
る
情
報

▽
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

② 

５
月
20
日
（
水
）
午
前
9
時
20

分
〜
正
午（
予
約
不
要
）

▽
妊
娠
中
の
歯
の
教
室

▽ 

産
前
・
産
後
の
身
体
の
変
化
・

ピ
ヨ
ピ
ヨ

離
乳
食
講
習
会

と　

き　

５
月
12
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

※ 

４
か
月
児
健
診
と
共
催
で
、
両

方
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

定　

員　

先
着
14
人

費　

用　

２
０
０
円

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、託
児
に
必
要
な
も
の（
汚

れ
物
を
入
れ
る
袋
、
お
む
つ
、

普
段
使
っ
て
い
る
容
器
に
入
れ

た
お
茶
な
ど
の
飲
み
物
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

７
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課
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健　
康

母
子
健
康
手
帳
交
付

窓
口
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
妊
婦
健
康
診

査
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
、
適
切

な
対
応
や
周
知
の
た
め
に
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
窓
口
が
、
ゆ
う
ゆ

う
セ
ン
タ
ー
内
健
康
増
進
課
の
み

に
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
交
付
し
て
い
た
市
役
所

本
館
市
民
課
や
、
星
田
出
張
所
で

の
交
付
は
廃
止
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　子ども（6～ 15歳）のメタボリックシンドローム
は、30年前と比べて約 3倍に増加しました。子ども
のころからメタボリック状態だった人の 7割以上が
大人になっても同じ状態です。
　子どものメタボリックの判定基準は、胴回り（おへ
その位置で測った腹囲）が 80㌢以上、小学生の場合
は 75㌢以上、または胴回り÷身長が 0.5 以上で、血
液検査（脂質・血糖値・血圧）の 3項目のうち、2項
目以上異常がある場合です。
　子どものメタボリックの主な原因は「テレビゲーム
など室内で遊ぶことが多い」「夜遅くまで起きている」
「スナック菓子・ファストフードが好き」などです。
　メタボリックの予防には、規則正しい生活を送る
のが第一です。子どもと外で遊ぶ、身体によくない食
品を調べるなど、家族ぐるみで取り組むことが大切
です。
問い合わせ　健康増進課

耳より健康コラム
子どものメタボリックシンドローム

階　

展
示
活
用
室
（
６
月
９
日

の
み
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２
階

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
）

対 　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

定　

員　

各
回
20
人

参
加
費　

無
料

※ 

全
回
の
参
加
が
望
ま
し
い
で
す

が
、
興
味
の
あ
る
講
座
の
み
の

受
講
も
可
能
で
す
。

※ 

実
技
を
行
い
ま
す
。動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康

増
進
課

65
歳
か
ら
の

い
き
い
き
健
康
講
座

と
き
・
内
容

▽ 

５
月
12
日（
火
）＝「
生
活
習
慣

病
予
防
で
元
気
ア
ッ
プ
」

▽ 
５
月
19
日（
火
）＝「
お
口
の
手

入
れ
で
元
気
歯
つ
ら
つ
」

▽ 

５
月
26
日（
火
）＝「
毎
日
い
き

い
き
運
動
習
慣
」

▽ 

６
月
２
日（
火
）＝「
す
こ
や
か

な
食
生
活
」

▽ 

６
月
９
日（
火
）＝「
こ
こ
ろ
の

健
康
」

時　

間　

午
後
２
時
〜
３
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

６
回
）午
後
２
時
〜
３
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

対 　

象　

介
護
予
防
に
興
味
が
あ

る
人

定　

員　

先
着
30
人

参
加
費　

無
料

※ 

こ
の
講
座
を
修
了
し
た
人
は
、

地
域
で
介
護
予
防
の
支
援
を
す

る
た
め
の
実
践
的
な
技
術
を
学

ぶ
「
元
気
ア
ッ
プ
メ
イ
ト
養
成

講
座
」
の
受
講
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

６
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

元
気
ア
ッ
プ

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
「
介
護
予
防
」
を
知
り
、
地
域
で

生
か
す
た
め
の
コ
ツ
を
学
ぶ
連
続

講
座
で
す
。

と 　

き　

５
月
12
日（
火
）〜
６
月

16
日
（
火
）
の
毎
週
火
曜
日
（
全

成
人
歯
科
健
診

　

歯
周
病
は
む
し
歯
と
違
い
、
進

行
し
て
も
自
覚
症
状
に
乏
し
く
、

異
常
に
気
づ
い
た
と
き
に
は
相

当
進
行
し
、
歯
を
残
し
て
お
く
こ

と
が
困
難
な
場
合
が
よ
く
あ
り
ま

す
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
定
期

健
診
が
必
要
で
す
。

と 　

き　

４
月
１
日
（
水
）
〜
22

年
２
月
27
日（
土
）

対 　

象　

市
内
在
住
で
、
４
月
１

日
〜
22
年
３
月
31
日
に
、
40
・

50
・
60
・
70
歳
に
な
る
人

※ 

誕
生
日
以
前
の
人
も
受
診
で
き

ま
す
。

受 

診
に
必
要
な
も
の　

案
内
は
が

き
か
、
年
齢
・
住
所
を
確
認
で

き
る
も
の（
健
康
保
険
証
な
ど
）、

健
康
手
帳
（
持
っ
て
い
る
人
の

み
）

費　

用　

３
０
０
円

申 

し
込
み　

直
接
歯
科
医
院

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

健　康
　 成人歯科健診
　 元気アップサポーター養成講座
　 65歳からのいきいき健康講座
　 母子手帳交付窓口が変わります
　 外国語版母子手帳
　 保健所だより
　 乳幼児の健診と相談
　 予防接種のお知らせ

  耳より健康コラム
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を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
麻
し
ん
排
除
計
画

　

21
年
度
の
対
象
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。対
象
者
に
は
個
別
通
知

し
ま
す
。５
月
に
な
っ
て
も
通
知

が
届
か
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽ 

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）

第
３
期
＝
８
年
４
月
２
日
〜
９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▽ 

Ｍ
Ｒ
第
４
期
＝
３
年
４
月
２
日

〜
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

と 　

き　

４
月
１
日
〜
22
年
３
月

27
日

と 

こ
ろ　

市
内
の
予
防
接
種
実
施

医
療
機
関
（「
わ
が
家
の
健
康

管
理
」参
照
、予
約
制
）

費　

用　

無
料

持
ち
物　

あ
れ
ば
母
子
健
康
手
帳

※ 

春
は
麻
し
ん
の
流
行
時
期
で

す
。対
象
年
齢
の
人
は
早
め
に

接
種
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

同
時
に
風
し
ん
対
策
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
原
則
Ｍ
Ｒ
混
合
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
で
す
。事
前
に

保
護
者
の
同
意
（
説
明
書
・
予

診
票
に
署
名
す
る
）が
あ
れ
ば
、

当
日
は
同
伴
し
な
く
て
も
接
種

が
可
能
で
す
。説
明
書
・
予
診

票
は
実
施
医
療
機
関
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

■ 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
個
別
接
種
に
な

り
ま
し
た

　

４
月
か
ら
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
個

別
接
種
に
な
り
ま
す
。生
後
２
か

月
ご
ろ
の
子
ど
も
に
個
別
通
知
を

し
ま
す
。接
種
に
つ
い
て
の
注
意

点
な
ど
は
、
送
ら
れ
て
き
た
通
知

■
検　

便

と
き
・
内
容

①
毎
週
月
〜
水
曜
日
＝
腸
内
細
菌

②
毎
週
月
〜
木
曜
日
＝
寄
生
虫
卵

時　

間　

午
前
９
時
〜
正
午

■ 

室
内
空
気
検
査
（
ホ
ル
ム
ア
ル

デ
ヒ
ド
な
ど
）（
有
料
、予
約
制
）

■
医
療
相
談

と 　

き　

毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
※
祝
日
は
除
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

四
條
畷
保
健
所

（
℡  
８
７
８
・
１
０
２
１
）

保
健
所
だ
よ
り

（
４
月
分
）

■
肝
炎
検
査（
無
料
・
予
約
制
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
10
時

■
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査（
無
料
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■ 

梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
（
有

料
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録（
予
約
制
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

９
時
30
分

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■
結
核
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■ 

特
定
疾
患（
難
病
）相
談（
予
約

制
）

と　

き　

随
時

■
犬
の
引
き
取
り（
有
料
）

と 　

き　

毎
週
火
・
木
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
5

時
※ 

要
印
鑑
、大
型
犬
は
要
相
談

■ 

飲
料
水（
井
戸
水
）の
検
査（
有

料
）

と 　

き　

毎
週
月
〜
水
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午

乳
幼
児
の
健
診
と
相
談

■
４
か
月
児
健
診

と　

き　

５
月
12
日（
火
）

対 　

象　

20
年
12
月
11
日
〜
21
年

１
月
10
日
生
ま
れ
の
乳
児

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

４
月
21
日（
火
）

対 　

象　

19
年
９
月
生
ま
れ
の
幼

児
■
３
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

４
月
８
日（
水
）

対 　

象　

17
年
９
月
生
ま
れ
の
幼

児
※ 

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
〜
２
時
で
す
。

■
育
児
相
談

　

身
体
測
定
、育
児
、歯
、栄
養
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
・
対
象

①
４
月
22
日（
水
）＝
０
歳
児

② 

４
月
３
日
（
金
）
＝
１
歳
児
以

上
※ 

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９

時
15
分
〜
10
時
15
分
で
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

外
国
語
版
母
子
手
帳
の

交
付
に
つ
い
て

　

母
子
健
康
手
帳
の
外
国
語
版

（
外
国
語
と
日
本
語
の
２
か
国
語

で
併
記
）
を
希
望
者
に
配
布
し
ま

す
。
次
の
８
か
国
語
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
、

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
窓
口
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

対 

応
外
国
語　

英
語
、ハ
ン
グ
ル
、

中
国
語
、
タ
イ
語
、
タ
ガ
ロ
グ

語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

Bilingual maternal and child health handbooks 
are available at City Hall.
The handbooks are written in one of the 
following eight languages along with Japanese 
:English,Korean,Chinese,Thai,Tagalog,Portugue
se,Indonesian,and Spanish.
If you wish to receive one,please inquire at a 
counter when you report your pregnancy at City 
Hall.
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が
守
れ
て
い
る
か
の
確

認
や
日
常
生
活
へ
の
助

言
、
就
労
の
手
助
け
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

 　
「
犯
罪
予
防
活
動
」は
、

保
護
司
と
し
て
の
経
験

を
、
地
域
の
子
育
て
や

学
校
で
の
児
童
・
生
徒

指
導
に
役
立
て
て
も
ら

う
た
め
、
学
校
や
各
種

団
体
で
の
講
話
や
、
市
内
で
啓
発
活
動
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

活
動
で
気
を
使
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

Ａ 　

青
少
年
へ
の
指
導
に
は
、
特
に
気
を
使

っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
マ
ナ
ー
に
欠
け
る

行
動
に
対
し
て
注
意
を
す
る
の
で
す
が
、

厳
し
く
し
す
ぎ
る
と
、
次
に
会
っ
て
く
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
信
頼
関
係
を

築
き
な
が
ら
更
生
さ
せ
て
い
く
の
は
、
非

常
に
難
し
い
で
す
。

 

Ｑ 　

活
動
で
困
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 　

家
族
や
身
元
引
き
受
人

な
ど
、
周
囲
と
の
連
携
に

努
め
ま
す
が
、「
保
護
司
に

任
せ
て
お
い
た
ら
い
い
」
と

家
族
ら
が
保
護
観
察
に
協

力
的
で
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
以
前
に
、
あ
る

対
象
者
の
親
か
ら
「
あ
ん
た
が
定
期
的
に

家
に
来
て
も
、
ち
っ
と
も
良
く
な
ら
ん
や

な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
実
際
、
保
護
司
任
せ
で
は
更
生
の
道

は
遠
く
、
大
切
な
の
は
、
周
り
の
人
の
「
更

生
さ
せ
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ 　

最
近
の
青
少
年
非
行
や
犯
罪
の
原
因
の

一
つ
に
、
大
人
が
忙
し
さ
の
中
で
、
子
ど

も
と
向
き
合
え
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

 　

地
域
の
中
で
生
活
す
る
対
象
者
一
人
ひ

と
り
と
、
私
た
ち
保
護
司
が
向
き
合
う
と

と
も
に
、
地
域
で
見
守
っ
て
い
け
る
環
境
、

再
犯
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
が
、
対
象
者

の
更
生
へ
の
第
一
歩
と
な
る
よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

保
護
司
会　

西
井
さ
ん　
（
℡  

　

８
９
１・１
６
５
１
）

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　

保
護
司
会

再
犯
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
を Vol.55

　

み
な
さ
ん
は
「
保
護
司
」
と
い
う
人
た
ち

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
と
て
も
大
事
な
活

動
を
し
て
い
る
の
に
、
実
際
の
活
動
内
容
を

知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
で
す
。

　

今
回
は
枚
方
・
交
野
で
活
動
す
る
保
護
司

会
会
長
の
今
堀
勇
さ
ん
に
、
保
護
司
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

  

Ｑ 　

保
護
司
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で
す
か
。

Ａ 　

保
護
司
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の

立
ち
直
り
を
地
域
で
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
非
常

勤
の
国
家
公
務
員
で
す
。
保
護
観
察
所
の

保
護
観
察
官
と
協
力
し
て
、
保
護
観
察
の

対
象
と
な
っ
た
人
の
更
生
の
手
助
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。
全
国
で
約
5
万
人
、
交
野

市
で
は
21
人
の
保
護
司
が
活
動
し
て
い
ま

す
。

  

Ｑ 　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
か
。

Ａ 　

保
護
司
の
活
動
は
、大
き
く
分
け
て
「
環

境
調
整
」「
保
護
観
察
」「
犯
罪
予
防
活
動
」

の
3
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

 　
「
環
境
調
整
」
は
、
刑
務
所
や
少
年
院
に

入
っ
て
い
る
人
が
、
釈
放
後
ス
ム
ー
ズ
に

社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
、
受
け
入
れ
態
勢

を
整
え
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
保

護
司
が
施
設
を
訪
ね
て
釈
放
後
の
生
活
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

 　
「
保
護
観
察
」
は
裁
判
で
保
護
観
察
付

き
の
執
行
猶
予
が
つ
い
た
人
、
保
護
観
察

処
分
を
受
け
た
少
年
、
刑
務
所
な
ど
仮
釈

放
・
仮
退
院
の
許
可
が
出
た
人
な
ど
を
毎

月
訪
問
し
、
更
生
を
図
る
た
め
の
約
束
事

会長の今堀勇さん

保護司会60周年記念誌を発行し、
市長への表敬訪問

交野市駅での啓発活動
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児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

おばあちゃん、ぼしゅう中！
　アーニャ・トゥッカーマン　徳間書店
ネコのすけっと
　わたなべひろみ　PHP研究所
ビーバー族のしるし
　エリザベス・ジョージ・スピア　あすなろ書房
りんごがころん
　中川ひろたか　ブロンズ新社
おつきさまのやくそく
　いとうひろし　講談社
いちねんせいのはる・なつ・あき・ふゆ
　おかしゅうぞう　佼成出版社
チップとなぞのビー玉めいろ
　末吉暁子　あかね書房
特急おべんとう号
　岡田よしたか　福音館書店

八番筋カウンシル
　津村記久子　朝日新聞出版
愛情子ども食堂
　　　　　　　　　小学館
すべてを味方すべてが味方
　小林正観　三笠書房
はじめての花づくり
　　　　　　　　学習研究社
徹底京都桜めぐり
　水野丹石　講談社
断る力
　勝間和代　文藝春秋
あぁ、監督
　野村克也　角川書店
奈良の仏像
　紺野敏文　アスキー・メディアワークス

お知らせ

　青年の家図書室　祝日開室のご案内
青年の家図書室では、4月 29日の祝日を開室します。開室時間
は午前 10時から午後 5時までです。どうぞご利用ください。

「ちょっとだけ」
瀧村有子　さく
鈴木永子　え

　　　　　　　　福音館書店
　弟ができ、姉と
なった幼い女の子
の心情を柔らかな
絵と色彩で描いた
作品です。なっち
ゃんがママと手を
つなごうとしても
赤ちゃんを抱っこ
しているのでできません。牛乳
が飲みたくても、着替えようと
しても、ママは赤ちゃんのお世
話で忙しそう。でも、ママがいつ
もしてくれるように、なっちゃん
が自分でがんばってみると、〝ち
ょっとだけ〞できました。眠たく
なったなっちゃんが、ちょっと
だけでいいから抱っこしてほし
いというとママは笑顔で応えて
くれました。「いっぱいだっこし
たいんですけど、いいですか？」
　お母さんへのいたわり、姉に
なったという自立と自覚、そん
な子どもへの優しいまなざしが
伝わってきます。子育てに少し
疲れたとき、特にお薦めです。

っ
っ
っ
っ
っ
っ

　

南
北
朝
時
代
を
舞
台
に
し
た
古
典
文

学
の
一
つ
「
太
平
記
」
の
な
か
で
、「
落

花
の
雪
に
ふ
み
迷
ふ
交
野
の
春
の
さ
く

ら
狩
り
…
」
と
詠
ま
れ
た
と
お
り
、
交

野
は
古
く
か
ら
桜
の
名
所
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
。市
の
木
と
し
て
「
桜
」
が
選
ば

れ
て
お
り
、
妙
見
河
原
を
は
じ
め
市
内

各
地
で
お
花
見
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
が

多
く
あ
り
ま
す
。今
回
は
交
野
の
桜
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

桜
に
は
、
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、
交
野
で
も
多
く
咲
い
て
い
る
「
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
が
、
一
番
な
じ
み
が
深

い
と
思
い
ま
す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、

江
戸
時
代
に
東
京
の
染
井
と
い
う
村
で

作
ら
れ
た
と
言
わ
れ
、
す
べ
て
が
接
ぎ

木
な
ど
に
よ
る
ク
ロ
ー
ン
で
あ
り
、
そ

の
寿
命
は
50
〜
60
年
の
短
命
で
あ
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
野
に
は「
交
野
桜
」と
呼
ば

れ
る
桜
が
あ
り
、
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
の
種

類
と
思
わ
れ
ま
す
。大
阪
市
立
大
学
理

学
部
附
属
植
物
園
に「
交
野
桜
」が
、
2

本
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。少
し
遅
れ
て

咲
き
出
す
桜
が
あ
れ
ば
、
交
野
桜
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。珍
し
い
も
の
で
は
、「
天

の
川
」と
い
う
桜
が
あ
り
、天
に
向
か
っ

て
花
を
咲
か
せ
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

天
野
川
緑
道
や
倉
治
公
園
に
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

で
は
、
南
北
朝
時
代
に
万
葉
人
が
見

て
い
た
交
野
の
桜
は
ど
ん
な
桜
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
江
戸
時
代
か
ら
だ

と
す
る
と
、
そ
れ
は「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。花
だ
け
が
先

に
咲
く
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
異
な
り
、
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
は
花
と
同
時
に
褐
色
の
葉
が

出
始
め
、
白
い
花
と
褐
色
の
葉
の
色
の

対
比
が
、趣
の
あ
る
美
し
い
桜
で
す
。

　
「
ま
た
や
見
む
交
野
の
み
野
の
さ
く

ら
狩
り
花
の
雪
ち
る
春
の
あ
け
ぼ
の
」

（
新
古
今
集
・
藤
原
俊
成
）。

　

遠
い
昔
の
人
た
ち
が
愛
で
た
桜
が
今

も
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。

も
っ
と
知
ろ
う
！

交
野
の
環
境

ヤマザクラ

交
野
の
桜
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キティちゃんと握手をしたよ
　2月20日（金）、府立交野支援学校を、サンリオピ
ューロランドからハローキティが訪問しました。
　この訪問は、同校のPTA本部が「子どもたちに言
葉ではない非日常の感動を」と、学校を通じてサン
リオに働きかけて実現しました。
　ホールで待つ子どもたちが「キティちゃん」と呼
びかけると、ピンクのドレス姿のキティちゃんが登
場。子どもたちは、一人ひとり写真を撮ってもらっ
たり、握手をしたりとふれあいを楽しみました。

環境フェスタが大盛況
　3月1日（日）、星の里いわふねで4回目となる「環
境フェスタin交野2009」が開かれ、約3,300人が来
場しました。
　今年はステージも盛りだくさんで、ヒーローショ
ーや私市太鼓などで、一日中観客が絶えませんでし
た。また、地域・団体・学校・行政・企業によるエコチ
ャレンジの展示なども大盛況でした。
　会場では、子どもたちが即興で作ったキッズエコ
川柳が展示され、「よるおそく　おきてちゃだめだ
よ　エコロジー」（恒松真央さん、10歳）などの作品
がありました。

男性のための料理教室
　2月24日（火）、ゆうゆうセンターで男性のための介
護教室の一環として男の料理教室が開かれ、市民ら17
人が参加しました。
　参加者中10人が、家でも料理をしているというだけ
あって、講師の説明を熱心にメモを取り、質問をする姿
が見られました。
　参加者たちは3品の料理を和気あいあいと作り、料
理後の感想では「料理にはまりそうです。また参加した
いです」と話していました。

あ る ば む

AA L BB U M
あ る ば む

災害時の医療品などを備蓄する協定を結ぶ
　3月10日（火）、医療法人信愛会交野病院（私部2）
で、中田市長と長島功院長（写真右）が、災害時の医
薬品などの備蓄や供給の協力に関する協定書に署
名し、協定を結びました。
　交野市地域防災計画では、大規模災害が発生した
時に、後方医療の迅速な救護活動を実施するための
市災害医療センターを、同病院に指定しています。
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AA L BB U M
大阪の歴史を巡る

　2月18日（水）、市民講座第３部の第7回学習会が、
「なにわの古代から現代の足跡をたどる」をテーマに実
施され、参加者約80人が天満橋から熊野街道を巡り
ました。
　この日はとても寒く、講師の中光司さんの話を震え
ながら聞いている人も。それでも歩き出すと寒さを感
じず、座摩神社、釣鐘町の「時の鐘」、大坂城などを散策
し、天満橋北詰めで解散しました。
　参加者からは「寒かったけれど、大阪の深い歴史を
知れてよかったです」という話が聞かれました。

坂本茂代さんが入賞
　12月19日（金）、坂本茂代さ
んが「あなたに使って欲しいマ
イバッグ環境大臣賞」の作品部
門・一般の部で佳作に入賞しま
した。

今堀肇さんがダブル受賞
　今堀肇さんが、大阪府農業生
産経営近代化優秀農業者等選賞
事業で知事賞を、全国果樹技術・
経営コンクールで全国果樹研究
連合会会長賞を受賞しました。

ベビーマッサージでスキンシップ
　2月25日（水）、いきいきランドでベビーマッサー
ジ教室が開かれ、4か月～7か月の赤ちゃんとその
お母さんの4組が参加しました。
　万が一を考えて、口に入れても大丈夫な「ホホバ
オイル」を使い、足から順に体全体を優しくマッサ
ージ。赤ちゃんは、初めての体験に気持ちよさそう
な顔で、手足をばたつかせたりしていました。
　講師の先生から、ベビーマッサージがもつ、親子
のスキンシップとしての効果などのお話があり、お
母さんたちは、うなずきあって聞いていました。

一番美しい、最高の一瞬を撮影
　2月24日（火）～3月1日（日）、青年の家ロビーで
かたの写真同好会主催の2009春の写真展が開か
れ、多くの人が訪れました。
　会場には、同会の会員が撮影した力作がパネル展
示され、風景写真を中心に20数点、近畿付近はもと
より白川郷や外国の景色まで様々でした。
　訪れた人からは「すごい腕前ですね。とても感激
しました」という感想が聞かれました。

三宅剛さんが銅メダル
　2月12日（木）、三宅剛さんが
スペシャルオリンピックス冬季
世界大会に出場し、アルペンス
キー・スラローム競技で銅メダ
ルを獲得しました。
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発掘！発見！発掘！発見！

緑立つ道
今月のテーマ「第二京阪道路の建設と埋蔵文化財の調査」

大
阪
府
文
化
財セ

ン
タ
ー
っ
て

　

交
野
市
の
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち

は
。㈶
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー

で
す
。

　

府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、昭
和
47

年
に
設
立
さ
れ
た
大
阪
府
の
出
資

法
人
で
、こ
れ
ま
で
、
府
内
で
行
わ

れ
る
大
規
模
な
公
共
事
業
に
伴
う

発
掘
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
連
載
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
第
二
京
阪
道
路
は
、
京
都
と

大
阪
を
結
ぶ
道
路
で
す
が
、
埋
蔵

文
化
財
の
調
査
部
門
で
当
初
か
ら

か
か
わ
り
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

第
二
京
阪
道
路
内
の
遺
跡
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
ず
い
ぶ
ん

古
い
段
階
か
ら
、
事
業
者
と
大
阪

府
教
育
委
員
会
が
話
し
合
い
、
で

き
る
限
り
そ
れ
ま
で
わ
か
っ
て
い

た
遺
跡
を
避
け
る
よ
う
に
計
画
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。し
か
し
、

実
際
に
調
査
を
し
て
み
る
と
、
当

初
遺
跡
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
場
所
か
ら
も
、
続
々
と
遺

跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。交
野
の

上
私
部
遺
跡
は
、
こ
の
最
た
る
例

と
い
え
ま
す
。

　

想
像
以
上
に
遺
跡
が
多
く
見
つ

か
っ
た
た
め
、
調
査
体
制
を
強
化

す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。こ
の

た
め
、
道
路
が
建
設
さ
れ
る
と
受

益
す
る
京
都
市
や
大
阪
市
な
ど
か

ら
も
職
員
を
派
遣
し
て
も
ら
い
、

道
路
建
設
が
遅
れ
な
い
よ
う
に

発
掘
調
査
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
記
事
を
み
な
さ
ん
が
読

ん
で
い
る
こ
ろ
に
は
、
現
地
の
調

査
は
、
交
野
市
の
私
部
南
遺
跡
と

枚
方
市
津
田
遺
跡
の
一
部
を
残
す

の
み
と
な
り
、
平
成
11
年
か
ら
始

ま
っ
た
発
掘
調
査
も
、
予
定
通
り

終
息
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

1

　

交
野
市
立
教
育
文
化
会
館
は
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
り
、

今
年
１
月
27
日
に
は
、大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
も
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
、「
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
教
育
文
化
会
館
）
活
用

事
業
」と
し
て
、21
年
度
は
、㈶
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
第
二
京
阪
道
路
用
地
内
で
見
つ
か
っ
た
遺
跡

や
出
土
し
た
遺
物
な
ど
の
紹
介
を
１
年
間
、
同
セ
ン
タ
ー
の
み
な
さ

ん
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第二京阪道路内の遺跡分布図

　大阪府と府内の市町村は、大阪のまち全体を「ミュージアム」（美術館や博物館）と
して、各地の魅力的な地域資源を「展示品」や「館内催し」に見立て、大阪の魅力アッ
プを図る「大阪ミュージアム」構想を推進しています。

　交野市では、「教育文化会館」以外にも「私部代官屋敷周辺のまちなみ」「交野山と信仰の道」「交野が原と七夕まつり」
など16件が、現在登録されています。教育文化会館では、市内の大阪ミュージアム情報もあわせて発信していきます。
■大阪ミュージアムホームページ　http://www.osaka-museum.jp/index.html
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こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査

　

第
二
京
阪
道
路
内
遺
跡
の
う
ち

交
野
市
内
で
発
掘
調
査
を
実
施
し

た
の
は
、
東
倉
治
遺
跡
・
倉
治
遺

跡･

有
池
遺
跡
・
上
私
部
遺
跡
・

私
部
南
遺
跡･

平
池
遺
跡
の
６
つ

の
遺
跡
で
す
。

　

東
倉
治
遺
跡
で
は
、
弥
生
時
代

後
期
後
半
（
３
世
紀
）
の
円
形
竪

穴
住
居
や
土
器
、
古
墳
時
代
前
期

（
４
世
紀
）
の
炭
を
多
く
含
ん
だ

炉
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

倉
治
遺
跡
で
は
、
顕
著
な
遺
構

は
な
か
っ
た
も
の
の
古
墳
時
代
後

期
（
６
世
紀
）
を
中
心
と
し
た
土

器
が
出
土
し
て
お
り
、
近
辺
に
集

落
の
存
在
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

有
池
遺
跡
で
は
、
平
安
時
代
後

期
か
ら
鎌
倉
時
代（
12
〜
14
世
紀
）

に
か
け
て
の
集
落
跡
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

上
私
部
遺
跡
で
は
、
遺
跡
内
の

ほ
ぼ
全
域
で
古
墳
時
代
中
頃
か
ら

後
期
（
５
〜
６
世
紀
）
に
か
け
て

の
方
形
竪
穴
住
居
、
飛
鳥
時
代
初

め
（
７
世
紀
）
の
濠
に
囲
ま
れ
た

掘
立
柱
建
物
群
が
掘
り
出
さ
れ
た

り
、
朝
鮮
半
島
の
新し
ら
ぎ羅
で
作
ら
れ

た
土
器
に
よ
く
似
た
土
器
が
出
土

し
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当

時
の
首
長
層
の
住
居
地
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
部
南
遺
跡
で
は
、
弥
生
時
代

（
前
６
世
紀
〜
３
世
紀
）
の
円
形

竪
穴
住
居
・
水
田･

河
川
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
弥
生
時

代
の
住
居
以
外
に
も
、
古
墳
時
代

後
期
の
方
形
竪
穴
住
居
や
多
数

の
掘
立
柱
建
物
が
極
め
て
濃
密

な
状
況
で
見
つ
か
り
、
古
墳
時
代

に
は
大
規
模
な
集
落
が
営
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

平
池
遺
跡
で
は
、
古
墳
時
代
後

期
か
ら
中
世
（
15
世
紀
）
の
遺
構

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

調
査
地
の
公
開
と

報
告
書
の
作
成

　

読
者
の
み
な
さ
ん
の
中
に
は
、

す
で
に
参
加
さ
れ
た
方
も
い
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
発
掘
調
査
を
行

っ
た
遺
跡
で
は
、
可
能
な
限
り
現

地
の
公
開
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
有
池
遺
跡
で
１

回
、
上
私
部
遺
跡
で
２
回
、
私
部

南
遺
跡
で
８
回
の
公
開
を
実
施

し
、
18
年
１
月
に
は
い
き
い
き
ラ

ン
ド
交
野
で
出
土
品
の
展
示
も

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
掘
調
査
後
は
す
み
や

か
に
遺
物
整
理
を
実
施
し
、
調
査

の
成
果
を
網
羅
し
た
報
告
書
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

公
開
イ
ベ
ン
ト
と

広
報
連
載
の
予
定

　

交
野
市
と
私
た
ち
が
協
力
し

て
、
講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

10
月
に
、
展
示
会
を
前
半
期
と
し

て
７
月
〜
10
月
に
、
下
半
期
と
し

て
12
月
〜
22
年
３
月
に
開
催
し

ま
す
。

　

今
後
の
広
報
の
連
載
内
容
は
、

遺
跡
や
遺
物
の
紹
介
だ
け
で
は
な

く
、
講
演
会
を
振
り
返
っ
た
り
、

展
示
会
の
列
品
解
説
な
ど
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
や
展
示
会
に
広
報
紙
を

持
っ
て
く
れ
ば
、
２
倍
、
３
倍
楽

し
く
な
る
よ
う
な
原
稿
内
容
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
保
存
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

で
は
、
次
号
以
降
、
具
体
的
な

遺
跡
の
様
子
や
出
土
品
を
紹
介
し

て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
記
事
内
容
に
関
す
る
質

問
な
ど
が
あ
れ
ば
、
左
記
ま
で
は

が
き
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

㈶
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
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上私部遺跡

私部南遺跡

これまでに刊行した市内遺跡の報告書

現地公開の様子（私部南遺跡）

問 い合わせ　㈶大阪府文化財センター
京阪調査事務所（℡   895・1200　〒
576－0022　交野市藤が尾1－2）
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消費者相談（消費生活専門相談員）
　 平日 9時 30分～正午と 13時～ 16時、市役所本館 2階（℡
891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月・火・木・金曜日 10時～正午と 13時～ 16時、市役
所本館 2階（℡ 892・0121）
※問い合わせ　商工観光課（℡ 892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　第 1・3水曜日 14時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡ 893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第 3木曜日 13時～ 16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡ 892・0121）

法律相談（弁護士、予約制）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人。
　【 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合はその翌
日）の9時30分から電話で市長公室（℡892・0121）】

土地建物相談（不動産鑑定士）
　14日（火）13時30分～16時30分、市役所別館
税相談（税理士）
　15日（水）13時～16時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
   11日（土）13時30分～16時、星田市民センター
　17日（金）13時30分～16時、市役所別館
相続・遺言相談（行政書士）
　 22日（水）13時～15時、市役所別館
年金なんでも相談（特定・社会保険労務士）
　28日（火）13時～16時、星田市民センター
※問い合わせ　市長公室広聴広報担当（℡ 892・0121）

教育相談（教育相談員）
　平日 10時～ 16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡ 892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員）
　平日 15時 30分～ 17時 30分、市役所本館 2階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）
こども相談（家庭児童相談員）
　平日 9時～ 17時 30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）
子育て支援相談（保育士・職員）

▽  月～金曜日 9時～ 17 時 30 分、交野市地域子育て支援セン
ター（私部 2－ 29－ 5　青年の家横　℡ 810・8270）

▽  来所＝毎週火・水・木曜日 13 時～ 16 時、電話＝平日 9時

心身障がい者福祉相談（身体・知的・精神障がい者相談員）
　 （身体）第 1・3水曜日（知的）第 1水曜日、（精神）第 3水曜日、
第 3金曜日、いずれも 13時～ 16時、ゆうゆうセンター

障がい者（身体・知的・精神）でんわ相談（社会福祉士、精神保健福祉士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時 30分
知的障がい児（者）相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
精神障がい者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
障がい者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　毎週火・木曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　障がい福祉課（℡ 893・6400　℻ 891・6241）
高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士、コミュニティソーシャルワーカー）
　 平日 9時～ 17 時 30 分、ゆうゆうセンター内地域包括支援
センター

※問い合わせ　地域包括支援センター（℡ 893・6426）　
でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時（℡ 893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡ 893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日 9時～正午と 13時～ 16時 30分、ゆうゆうセン
ター、事前に連絡してください。

※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）

女性のための相談（女性相談員、予約制）
　 1日（水）14時～16時30分、市役所別館2階、相談室、定員3人。
予約は電話で市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　16日（木）14時～ 16時 30分、ゆうゆうセンター 2階
人権相談（人権相談員）
　平日 10時～正午と 13時～ 16時、市役所本館２階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）

～ 17時、子育て支援センター「いちばんぼしくらぶ」（星田
3－ 10－ 8　星田保育園内　℡ 891・1793）
育児相談（副園長・主任保育士）
　毎週火・水・木曜日 13時～ 15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡ 891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡ 892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡ 892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡ 892・8433）
　いずれも 13時～ 15時
※問い合わせ　各幼児園

4 月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

粗大ごみ予約受付センター（℡891・5
ごみなし

374　午前9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

資源ごみ・粗大ごみ　月 1回普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

収集地区 1日（水） 8日（水）15日（水）22日（水 )

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・松塚・
梅が枝

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部・私部南・私部
西・青山・向井田・
私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田
西・南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一部を含む）・
幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・
寺南野・私部西・駅前住宅（私部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金
私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・藤が尾・
星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・妙
見坂・妙見
東・私市・
私市山手

幾野・梅が
枝・私部西・
郡津・松塚

天野が原町・
私部・私部
南・寺・寺
南 野・ 森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青山・倉治・
東倉治・神
宮寺・向井
田

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

４月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡ 892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗大ごみ
予約受付センターへ申し込みが必要です。月～金の祝日も受付を行っています。受付期間は各収集日の 1か月前～ 1週間
前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマニュアル」をご参照ください。）

▽持ち込み粗大ごみ（有料分）は、水・土・日曜日を除く午前 9時～午後 3時 30 分に環境事業所で受け付けています。

法
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将棋交野支部
　毎月第1～ 4日曜日午後2時
～6時、藤が尾ふれあい館。日曜
日の午後を将棋で楽しく過ごしま
せんか。初級の方も歓迎します。入
会金1,000円。月会費800円。［申・
問］西原さん（℡   819・1687）

新日本婦人の会〝赤ちゃん小組〞
　毎月第 1・3・4 金曜日午前
10時 15分～正午、ゆうゆうセ
ンター。赤ちゃん体操、マッサ
ージ、絵本の読み聞かせなど。
対象は 3か月～ 1歳半の乳幼
児。定員 20人。入会金 100 円。
月会費 1,000 円。［申・問］小阪
さん（℡   891・4632）

書道（俳画）・パッチワークサークル
　書道（俳画）サークル＝毎月第
1土曜日（5月・11月は第 2土
曜日、1月は無し）。パッチワー
ク＝毎月第3土曜日。午前10時
～午後 4時、ゆうゆうセンター
3階団体共用ルーム。対象は市
内在住の母子家庭・寡婦家庭の
人。定員20人。参加費無料（教
材費実費）。［申・問］菅野さん（℡  
892・1284　午後7時以降）

新日本婦人の会「親子リズム」
　毎週金曜日午前 10 時～正
午、ゆうゆうセンターと地域の
会場。リズム体操や手あそび、
ゲームなど。対象は 1歳半～就
園前の幼児。入会金 100 円。月
会費 1,100 円。講師はリズムリ
ーダーグループ。［申・問］吉田
さん（℡   892・8838）

交野市卓球連盟
　毎週日曜日か土曜日午後 1
時～ 3 時（日時変更の場合あ
り）、いきいきランド交野メイ
ンアリーナ。対象は市内在住の
小学生。定員 20 人。年会費（4
月～翌 3月）5,000 円。申込締
切 4月 30日（木）。［申・問］畑
中さん（℡   892・3813）

小学生女子ソフトボールチーム
　毎週土・日曜日午後 1時～、
旭小学校。女性監督率いる「旭
フラッシャーズ」で一緒にソフ
トボールをしませんか。見学・
体験OK。初心者にもやさしく
指導します。月会費 1,500 円。
［申・問］廣森さん（℡   891・
8690）

インディアカ新チーム立ち上げ
　毎月第1・3・5日曜日午前9時

～正午、星田小学校体育館。新チー
ム立ち上げのメンバー募集。男女
問いません。インディアカに興味
のある方、お待ちしています。［申・
問］今泉さん（℡   893・7261）

さくら（ソフトバレーボール）
　毎月第 1・3日曜日、交野小
学校。第2・4土曜日岩船小学校。
時間は午後 2時～ 5時。ソフト
バレーボールメンバー募集。初
心者OKです。入会金無料。月
会費1,000円。［申・問］石川さ
ん（℡   090・4499・5491）

TOEIC600 点対策コース
　5月10日（日）から毎週日曜日
午前10時～午後 0時 30分（8
回コース）、交野会館（郡津駅前）。
最少開講人員3人。参加費2万
5,000円（教材費別）。［問］交野市
国際交流協会（℡   894・1113　
月～金午前9時～午後5時）

総合ヨガ
　毎週火曜日か、金曜日か、土曜
日午前10時～ 11時 30分、青
年の家。心と体をしなやかに美
しく若々しく保ち、また、予防医
学としてのヨガを始めてみませ
んか。月会費3,000円。［申・問］
桜井さん（℡   892・6831）

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ

  募　　集　●●●

廃油（食用油）の回収
と 　き　偶数月の第３土曜日午前９時
30分～ 10時 30分（時間厳守）

回収場所
市役所（北側） 天野が原会館
青山集会所 松塚ふれあい館
梅が枝集会所 行殿団地内
幾野集会所 倉治公民館
寺集会所 青葉台自治会館
私市山手自治会館 藤が尾ふれあい館
星田山手自治会館 星田市民センター
妙見坂自治会館 星田会館
倉治２ー 18ー６（古川宅前）
私市 7ー 2ー 26（山口宅前）
私市 2－ 31－ 5（杉本宅前）
星田西体育施設 1階駐車場
※ 天かす、水は入らないようにし、空
容器は各自で持ち帰りください。

［問 ］消費生活問題研究会の代永さん
（℡   892・8568）

K・L・ネットワーク婦人学級
　市内在住・在勤の女性が「花いっぱい美しい町づくり」や「透明
ごみ袋の普及」「リサイクル青空フリーマーケット」などを行って
います。6月から婦人学級を開きます。
定　員　各教室 20人
ところ　青年の家（茶道のみ武道館）
受講料　1万 1,000 円（10か月分）
［申 ・問］4 月 30 日（木）までに、木内さん（℡   891・4025）
か山本さん（℡   891・6833）
教室名 と　き 講師（敬称略）

茶道（煎茶） 第 2・3木曜日   9:30 ～ 12:00 鵜飼柳交
書道 第 2・4水曜日 10:00 ～ 12:00 井戸清泉
はじめての英会話 第 1・3火曜日 10:00 ～ 12:00 大橋あや子
絵手紙 第 3土曜日 10:00 ～ 12:00

今西進
墨絵 第 3土曜日 13:00 ～ 15:30
絵だよりと墨彩 第 2金曜日 13:00 ～ 15:00 美帆秀映
苔玉作り 第 2・3火曜日 13:00 ～ 16:00 下温湯清治
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費 1,000 円。［問］直接会場か、
樋渡さん（℡   891・2770）

陶芸を始めてみませんか。
　毎月 1回第 2日曜日午後 1
時～4時、青年の家203号室で
作陶。200年の歴史をもつ吉向
窯の吉向先生が、親切丁寧に教
えてくれる初心者にもうれしい
教室です。入会をお待ちしてい
ます。年会費12,000円。［問］草
薙さん（℡   891・8782）

詩吟教室（桜会）
　月 3 回火曜日午後 2 時～ 4
時、東幾野ふれあい館。毎週木
曜日午前 10 時～正午、私市郵
便局。おなかの底から思いきり
大きな声を出してみませんか？
月会費 1,500 円。［問］天野さん
（℡   891・7551）

アンサンブル・ポピー
　毎週木曜日午前10時～正午、
青年の家302号室。基礎を学び
ながら童謡小学唱歌等をご一緒
にハモりませんか。入会金1,000
円。月会費2,500円。講師は野田
房子さん。［申・問］直接会場か、
竹本さん（℡   891・5265）か、上
久保さん（℡   892・7037）

第 3バザー・布ぞうり講習
　〈第3バザー〉毎月第3土曜日
午前10時～午後4時、作業所ク
ローバー。全商品半額です。〈布ぞ
うり〉毎週木曜日。布ぞうりを作っ
ています。一緒に作りませんか？
午前10時～予約申し込みです。
費用は材料費込で1,000円。［申・
問］上野さん（℡   894・4822）

交野社交ダンス同好会・水曜会
　毎週水曜日午後 6時 25分～
（初級）、午後 7時 25 分～（中
級）、ゆうゆうセンター 4階。入
会金 2,000 円。月会費 3,500
円。指導は元A級プロ藤戸哲仁
さん。見学および無料体験あり。
［申］直接会場。［問］久保田さん
（℡   892・5112）

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ

  ハイキング●●●

牛松山（629 ㍍）
　4月 25日（土）午前 8時、交
野市駅集合。一般向け 9㌔。小
雨決行。枚方－丹波橋－東福寺
－京都－亀岡－毘沙門－愛宕
神社－牛松山－保津町。参加費
200 円。交通費 2,000 円。［問］
鶴園さん（℡   891・6002）

金剛山（1125 ㍍）
　5月9日（土）午前8時、河内
磐船駅集合。一般向け8㌔。小雨
決行。京橋－天王寺－新今宮－
南海－河内長野＝登山口－一本
木茶屋－国見城跡－葛木神社－
展望台－伏見峠－バス停。参加
費200円。交通費2,800円。［問］
鶴園さん（℡   891・6002）

わかたけクラブスポーツ少年団
　毎週火・金・土曜日午後6時～、
長宝寺小学校。小学生バレーボ
ール部員募集 ! ! 基本から丁寧
に教えます。気軽に見学・体験
に来てください。入会費 2,000
円。月会費2,500円。［問］児玉さ
ん（℡   090・7105・8617）

家庭料理の会
　第 2土曜日（予定）、ゆうゆう
センター調理室。家庭で簡単に
できる和食洋食中華デザートの
料理を教えます。入会金 2,000
円。月会費 2,300 円。［申］谷河
さん（℡   893・1339）

男のグルメ　第 19期生の募集
　毎月第 3土曜日（7回コース。
8月は除く）。1回目は 5月 16
日（土）午後 1時～、ゆうゆうセ
ンター調理実習室。定員 20 人
程度。会費 2万円（全 7回分エ
プロン代含む）。［申・問］谷河
さん（℡   893・1339）

ピーナッツ双子・三つ子の会
　毎月第 4金曜日午前 10時～
正午、ゆうゆうセンター。4月
のみ、4月 30 日（木）開催。多
胎児対象の子育てサークル。悩
みごとみんなで解決。双子用品
リサイクルなど。年会費 1,200
円。HP(http://katanopeanut.b
log43.fc2.com/)［問］社会福祉
課（℡   893・6400）

ボーイスカウト交野 1団
　新緑の自然の中で社会活動を
通じて、友情、独立心、指導力を
育てよう。交小・岩小・私小校
区＆天野川周辺地区の方歓迎。
幼年長～小5。会費6,000円（半
年）。夏キャンプ、スキーは別途
実費。［申・問］古橋さん（℡  ・
℻   893・1506）

交野童謡・唱歌を歌う会
　毎月第２・４木曜日午前10時
～ 11時 30 分、青年の家 304。
童謡・唱歌のほかにも懐かしい

歌など楽しく歌いませんか？腹
式呼吸で健康力もアップ！見学
歓迎。入会金1,500 円。月会費
1,000円。楽譜代実費。［問］中山
さん（℡   090・2282・0054）

カラオケサークル美樹
　第 1・3火曜日（女性）、第 2・
4火曜日（男性）、青年の家。第
1・3 水曜日（男性）、第 2・4
水曜日（女性）、星田会館。時間
は午後 1時 30 分～ 4時。一緒
に新曲を覚えませんか。入会金
1,000 円。月会費 2,500 円。直
接会場か電話連絡の上、無料体
験見学にお越しください。［問］
荒井さん（℡   891・9757）

楽しい！親子リトミック♪
　毎月 2回火・木曜日（青年の
家）と、金曜日（ゆうゆうセンタ
ー）午前 10 時 10 分～（1・2
歳児）、11 時～（3・4 歳児）。
遊びながら音感をつけましょ
う。入会金 1,000 円。月会費
2,200 円。体験無料。講師はバ
レエ協会ピアニスト。［申・問］
橋本さん（℡   893・6563　ryo 
_ jun@k.vodafone.ne.jp）
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淡彩画入門
　毎月第 2・4火曜日午後 3時
～ 4時 30 分、星田市民センタ
ー 2階。身近な物を題材に、色
鉛筆、水彩で描いてみません
か。見学自由。月会費3,000 円。
［申・問］直接会場か、奥田さん
（℡   090・3872・1104）

社交ダンス教室団体レッスン
　毎週木曜日午後7時 30分～
9時、ゆうゆうセンター多目的ホ
ール。会の名称は「シャレード」、
昨年 3月スタート。プロの先生
2人が組んで教えます。見学歓
迎。月会費4,000円。［問］畑中さ
ん（℡   090・4648・1775）

草の実コーラス（女声合唱団）
　毎週水曜日午前 10 時 30 分
～午後 0時 30 分、ホーム明星
（星田 8－ 6－ 7）。一緒に歌い
ませんか♪お気軽にのぞいてみ
てください。入会金 1,000 円。
月会費 3,500 円。指揮は辻敏治
さん、伴奏は秋山裕子さん。［問］

後藤さん（℡   893・1378）

社交ダンスサークル　ウィル
　毎週木曜日午後 7時～ 8時
30分、ゆうゆうセンター、星田出
張所。元西部日本ファイナリスト
楢崎義憲先生を講師に迎え、正し
く美しいダンスを目ざすサーク
ルです。初心者見学歓迎。［問］木
村さん（℡   080・1510・5389）

交野大正琴の会
　月2回火・水曜日、青年の家・
交野会館（郡津 )。手軽に簡単に
演奏できる大正琴をみんなで楽
しく弾きませんか。なつメロ・歌
謡曲・童謡など。入会金無料。月
会費3,000円。詳細は電話で。［問］
小澤さん（℡   894・0667）

ウェルネス土曜塾（体験学習）
　4月～ 9月の第 2・4土曜日
午前 9時 30 分～正午、市内公
共施設・サプリ村野ほか。昔の
遊び・里山体験・木工・魚つり・
お茶の作法など。対象は小学 2
年～ 5 年生。定員 20 人。会費
5,000 円（半年、全 10回）。［申・
問］受付 4月 4日（土）から加

堂さん（℡   857・8116）

健康体操　自彊術
　毎週月曜日午前10時～正午、
幾野南集会所。対象は 65 歳ま
で。指導は近畿自彊術友の会奥
伝指導員（講師）。入会金1,000
円。月会費 2,500 円。但し年会
費1,500円（会報費用）。［申］石
田さん（℡   891・6067）

小学生バスケットボールチーム
　交野フェニックスミニバスケ
ットボールチーム部員募集。小
学 1・2 年生は毎週土曜日。小
学 3 ～ 6 年生は毎週月・金・
土曜日。場所はいきいきラン
ド・岩船小・郡津小。詳細はお
問い合わせください。見学・体
験入部歓迎。［問］青山さん（℡  
893・6424）か、堀口さん（℡  
893・3617）

ウェルカム社交ダンス会員募集
　毎週火曜日午後 7 時 30 分
～ 8時 30 分、ゆうゆうセンタ
ー多目的ホール。スタンダー
ド専科のサークルです。入会金
3,000 円。会費 4,000 円。諸経
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人形劇「かちかち山」
　4月 18 日（土）午後 0時 45
分～ 1時 30 分頃、いきいきラ
ンド交野会議室。日本昔ばなし
「かちかち山」を「ミニシアター
まる」がお送りします！（腹
話術・紙芝居もあるよ）入会金
100 円。月会費 1,200 円（4 歳
以上）。［申・問］交野おやこ劇
場（℡  ・℻   893・4960　月・水・
金午前 10時～午後 2時）

ピーターぱんクラブ
　4月 22 日（水）午前 9時～、
ゆうゆうセンター。安心安全な
パン、菓子作りを通して、食育、
人間学、栄養学をおいしく、楽
しく学びます。入会金 2,000
円。1 回 3,000 円前後。講師
は食育インストラクターの山
田和子さん。［問］横山さん（℡  
090・3999・5973）

ベビーマッサージ
　4 月 22 日（水）午前 10 時
30 分～ 11 時 45 分、いきいき
ランド交野 2階。2～ 10 か月
の赤ちゃんとお母さん、みんな
で楽しく過ごしませんか。参加
費 1,000 円。［申・問］堀田さん
（℡   090・4285・5089）

落語を聞きませんか？
　4月 25日（土）午後 1時～ 2
時、ゆうゆうセンター交流ホー
ル。交野市身体障がい者福祉会
の定期総会終了後、交野出身の
落語家「林家笑丸」さんを招い
て落語独演会を開催します。入
場無料。一般参加可。［問］障が
い福祉課（℡   893・6400）か、
橘さん（℡   891・4566）

オーストラリアからアカペラ♪
　4月24日（金）午後6時～、グ
リーンビレッジ交野。オーストラリ
アのアカペラグループと交野の合
唱グループとの交流コンサート。
会費1,000円。終了後交流パーテ
ィ。参加費1,000円。［問］交野市
国際交流協会（℡   894・1113）

　　　　　

  善　　意　●●●

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ

善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行に
預託していただきました。
▽松塚の岡本功さんから3万円。

ピアノによる「4つの響像」
　4月25日（土）午後6時（開演）、
メセナ枚方。石田瑞枝・佐野真弓・
松永麻衣子・松川峰子出演、枚方
演奏家クラブ企画演奏会。前売一
般1,200円、中学生以下800円。
［問］松永さん（℡   856・0487 e-
mail:hirakata_mc@yahoo.co.jp）

自然の美山水景情石展十回記念
　4月 25日（土）～ 26日（日）
午前 9時 30 分～午後 6時、青
年の家 1階ロビー。但し 26 日
午後 3時終了。石のおみやげが
たくさんありますよ。入場無料。
ご来場お待ちしています。［問］
板東さん（℡   893・1023）

科学じっけん＆おもちゃづくり
　4月 26日（日）午前 10時～
正午、ホーム明星「星徳館」（星
田8－6－7）。対象は大人と小
学生ペア。教材費 1人 300 円。
主催（社福）豊年福祉会。［申・問］
明星事務所（℡   891・2029）

若返り「顔マッサージ」
　4月 26日（日）午後 1時 30
分～、ゆうゆうセンター体験学
習室。わずか 3分間で自分でで
きる顔マッサージ体験。年齢よ
り10歳若く見られたら？参加
費500円。［申］当日会場［問］奥
村さん（℡   090・6551・7715）

大人も楽しむ児童文学の読書会
　4月28日（火）午前10時～正
午、倉治図書館。「幼い子の文学」
「グレーラビットのおはなし」を
読んできて感想を語り合う。講師
は語りがすてきな大谷朝さん。参
加費500円。保育あり（要申込）。
［申・問］東さん（℡   894・1001）

～寄 贈～

　3 月 2 日、
枚方天野川ラ
イオンズクラ
ブからこども
ゆうゆうセン
ターにピアノ
1台。

　2 月 25 日、
岩 船 小54年
度卒業生同窓
会から岩船小
学校にパソコ
ン1台、冷蔵
庫1台。

　2月18日、大阪ガスグルー
プ小さな灯運動事務局から市
に、介護相談員着用スタッフ
ジャンパー 37着。

　3月7日、交野ロータリー
クラブから星田駅前に、温度
表示板1基、街路灯3基、サ
ポーターサークル1基。

　3 月 6 日、
おおさかパル
コープから地
域活動支援セ
ンターみのり
に洗濯機1台、
炊飯器1台。
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染布花展（アートフラワー）
　4月1日（水）午後1時～、15日（水）
正午まで、青年の家ロビー。下半期
の研修作品です。［問］染花フランボ
ワーズの蒲沢さん（℡   891・0418）

AG展（天野が原グループ展）
　4月1日（水）～4日（土）午前
9時～午後5時、青年の家ロビー。
4日は午後3時まで。天野が原在
住作家の合同展です。絵画・書・
華・陶芸・写真・トールペイン
ト・刺繍・金皮工芸・ジュエリー・
編み物と多彩な内容です。［問］街
さん（℡   891・3200）

はなきんくらぶ
　4月3日（金）午後1時 30分
（開場）～4時、ホーム明星（星田
8－6－7）。カラオケ・囲碁・将
棋など。対象は市内在住の60歳
以上の人。参加費無料（喫茶は有
料）。主催は（社福）豊年福祉会。
［問］浜崎さん（℡   894・1798）

第10回チャリティーコンサート
　4月5日（日）正午（開場）・午
後 0時 30分（開演）、ゆうゆう
センター4階多目的ホール。コ
ーラス・器楽・ジャズ演奏など。
参加協力費1,000円。途中スリ
ランカ紅茶・お菓子のお楽しみ
あり。［申］直接会場。［問］長谷川
さん（℡   090・9868・7486）

easy live Be ～んず
　4 月 5 日（日）午後 1 時（開

演）、星の里いわふね。第 7回青
少年の音楽、ダンスコンサート
を開催します。入場無料。主催
は PAの会。［問］覚野さん（℡  
080・6106・4752）

サウンド会社交ダンスパーティ
　4月11日（土）・18日（土）午
後1時5分～4時15分、ゆうゆ
うセンター4階多目的ホール。心
躍らせるダンス曲とにぎわいが
評判、フルーツも用意。存分に踊
れます。会費1回800円。［問］畑
中さん（℡   090・4648・1775）

小学生バレーボール体験会
　4 月 12 日（日）午前 9 時～
正午、長宝寺小学校。低学年～
高学年まで基本から丁寧に教
えます。みんなでバレーボール
を楽しみましょう。上靴持参。
参加費無料。［問］わかたけクラ
ブスポーツ少年団児玉さん（℡  
090・7105・8617）

佳彰会民謡三味線発表会
　4月 12日（日）午前 10時～
午後 4時、ゆうゆうセンター交
流ホール。民謡発表会開催。ダ
ンスやおどりもあり、お楽しみ
抽選会もあります。ぜひご来場
をお願いします。入場無料。［問］
村岡さん（℡   891・3001）

2009 歌唱発表＆カラオケ大会
　4月 12日（日）午前 10時（開
演）、星の里いわふね。ゲスト歌
手来演。ご来場先着 150人に粗
品進呈。お花ほか各種景品が当
たる抽選会もあります。入場無

料。主催は NISI 歌謡教室・カ
ラオケサークル美樹。［問］荒井
さん（℡   891・9757）

丹水会（水彩画）展覧会
　4月14日（火）～19日（日）午
前 9時 30 分～午後 4時 30 分、
19日は午後4時まで、青年の家
1階ロビー。会員の作品を展示致
します。入場無料。主催は丹水会。
［問］丹野さん（℡   892・6807）

包丁・ハサミ研ぎ
　4月15日（水）・16日（木）午前
10時～正午受付、市役所別館西側。
偶数月第3水・木曜日です。切れ
なくなった包丁・ハサミ有料で研
ぎます。［問］交野消費生活問題研
究会の代永さん（℡   892・8568）
　　　　　　　　　　　　　　
心と体を癒すアロマテラピー
　4月 15 日（水）午後 1時 30
分～、ゆうゆうセンター学びの
部屋 1。天然 100％のアロマを
使ってグッズ作りとアロマハ
ンドマッサージを体験しません
か？参加費 500円。［申］当日直
接会場。［問］奥村さん（℡   090・
6551・7715）

障害者権利条約批准推進フォーラム
　4月 17日（金）午後 1時～ 4
時、守口市エナジーホール。記
念公演 :「もっと知ろう障害者
の権利」JDF 幹事会議長の藤
井克徳さん。アトラクション :
大阪フィル首席チェロ奏者の近
藤浩志さん、和太鼓の雅。参加
協力金 500 円。［問］NPO法人
ゆいむ（結夢）（℡   810・7880）

　　　　　

人口と火災・救急編集手帳
2 月末の市の人口（前月比）

人　口 79,233 人 （＋ 218）
男 38,599 人 （＋ 174）
女 40,634 人 （＋  44）
世帯数 30,504　 （＋ 173）

2 月の火災と救急
火災 1件 救急 198件

※ 毎月 1日の正午、点検のため消防
サイレンを鳴らします。
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　倉治は細い道が複雑に入り組んでいますが、６丁目のこの場所は少し見通
しがききます。立派な長屋門の前の道は緩やかにカーブしていて、曲がった道
の先に何があるのかなと想像させる、大好きな構図です。春めいてくると戸外
でのスケッチも気持ちよく、幸せな気分で描きました。

交野の
町並み

倉治６丁目

絵・文
岸本信夫さん

中
な か せ

瀬  悠
ゆ う と

人です
平成20年 8月18日生

　「我が家の王子様☆

みんなユウト君が大好きです♪」　

（倉治）

篠
しのはら

原  成
なる

です

平成19年 5月29日生

　「ますます、成長が楽しみです」　

（星田北）


